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はじめに

高度経済成長以降、 全国規模での地域開発と都市化の進展は自治体史刊行を活発化させたが、

先のバブル崩壊とともにその動きもほぼ終息を迎えた観がある。 私たちの生活を取り巻く地域

や社会全体が激変したこの間は、 さまざまな学問分野が生活の変化や地域認識のあり方に注目

し、 積極的に取り組んで来た時期でもあった。 日本近世史でもこうした情勢を受けて、 民衆や

地域の側から歴史を解明しようとする動きか活発化し、 日常生活の実態や社会の解明へと視点

が移り、 より問題の細分化、 個別化が進んだといえる。

とりわけ近年注目すべき点は、 地域の特質や歴史を民衆の心意面にまで掘り下げて再認識し

ようとする研究である。 封建制度としての町や村のあり方ばかりではな〈、 民衆がその地域で

どのような生活や文化を営んできたのか、 どのような心性の形成を築き上げ、 それをどのよう
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にして継承してきたのか、 郷土やふるさとといったアイデンティティ ー をめぐる解明か近世の

名所案内や地誌の編纂過程などに注目して多く見られるようになった。

民衆の地域認識のあり方に注目する視点は、 民衆の地域結合の解明の中にすでに認めること

ができる。 その論点は、 権力者側からの民衆統治のための手段なのか、 民衆の主体的な地域の

共有化なのか、 といった 二項対立的な関係構造にみる地域秩序や正当性のあり方を民衆の意識

形成や運動として把握しようとするものであった。 近年の問題はより具体的な民衆の空間認識

のあり方や歴史意識のあり方、 それかどのような人々にどのような機能を果たしているのかと

いった分析解明へと展開されている。 なかでも研究が進展しているのは名所記や由緒書を素材

とした地域認識のあり方に着目したものである。 公権力を背景に作成されるいわゆる官撰地誌

や、 名主や知識人らのつくる民間地誌がどのような経緯でつくられ、 なぜ19世紀に増えてくる

のか、 官と民での差異は何か、 都市と地方での差異は見られるのか等々、 さまざまな分析視角

をもって取り組まれているのが昨今である。

白井哲哉氏は、 官撰地誌の編纂過程に注目して、 幕府の地誌編纂の背景にある地域編成のあ

り方や民衆統治の観点を探ることで地誌に対する歴史的再評価を試みている。 羽賀祥二氏は、

地誌にみる伝承的宗教的世界の記述か、 知識人の考証を踏まえた学問的記述へと時代的に変化

することに着目し、 それらを歴史認識や地域認識の変化、 さらには近代化論として捉えようと

している。 岩橋清美氏は、 由緒や旧記に記されたムラの歴史を記述する行為、 さらにはその内

容を絵に描く制作過程において、 作者の 「郷土」意識の形成と展開について積極的に把握しよ

うとしている。

名所・ 旧跡などのある特定の空間や施設が絵画として描かれたり、 文章として記述されたり

するのは、 その場所や施設そのものが何らかの歴史的な由緒を持つものと考える。 同時にまた

それらは、 人々の地域認識のあり方を示す表象としても把握することができる。 つまり、 私た

ちはある特定の場所の存在や意味を、 歌、 絵画、 地誌、 名所案内、 絵図などの作品を通じて一

般化して共有できるということである。 こうした名所・ 旧跡のいわば記号化は、 当時の民衆の

郷土意識や歴史意識を背景にして獲得され、 人々のアイデンティティ ー の確立に大きく影響し

ていたことは間違いない。

江戸の名所旧跡を扱った代表作として、 歌川広重の 「名所江戸百景」や町名主斎藤月本らの

まとめた 『江戸名所図会』など、 絵画史や出版文化史では著名な作品かある。 形態・技法の差

はあれども皆江戸の人間の立場で視覚化された名所絵であり、 名所図会であった。 従来、 絵画

史における形式様式論をはじめ、 出版文化における位置づけなど、 作品論で展開される傾向が

強かった。 本稿の目的は、 当時の人間が江戸の名所をどのように把握・認識していたのかとい

った分析視点の確立とその解明にある。 その場合、 江戸以外の人間が江戸をどのように見てい

たのかといった位相関係のなかで把握することも有効と考える。 さらに、 紀行文や随筆資料、

絵画資料の歴史資料としての位置づけが低かったことも事実である。 確かに、 こうした資料素
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材を通して事件や制度の解明といった歴史叙述は難しいが、都市の日常的・非日常的な慣行や

行動の理解、都市の空間特性や場所性の把握、文化や象徴分析の素材として本格的に取り上げ

ることも少なかった。

そこで本稿の課題はこれまでの研究成果を踏まえながら、名所案内や地誌を素材にして江戸

という都市を人々がどのように捉えていたのか、この問題をあらたに江戸以外の人間の視点か

ら明らかにしようとするものである。そのため一般化をめざすというより、作品として視覚化

され、文字化された都市江戸を一 人の人間の目を通じて読み込むことで、雑多な江戸に対する

認識のあり方を理解したいと考える。

1.猿狼庵の江戸滞在

(1) 『江戸循覧記』 の概要

名古屋を中心に執筆活動をした砿麟麓こと髯り籍冒は、文政11年(1828) に江戸を題材とす

る名所案内 『 江戸循覧記』 を編んだ。本稿はこの作品を主な素材として、猿猫庵が都市江戸を

どのように捉えていたかを分析するものである。

三百石取りの尾張藩士であった高力猿狼庵（1756-1831) は、本名高力種信、猿猥庵．艶好
9) 

と号した文化人であった。なかでも 『 猿猥庵日記』 は、猿猥庵17歳の明和9 年(1772) から文

政11年(1828) の73歳までの日記で、途中15年程の欠落部分があるものの自筆本 5 冊と他に転

写本45冊がこれまで伝えられている。

猿猥庵はその生涯で、日記の他に百以上に及ぶ著作を残している。その代表作として 『 尾張

名陽図会』 や『東街便覧図略』 などがあげられるが、その多くは自筆の挿絵を入れた地誌類、

祭礼・法会・開帳などの行事を描いた記録、生活風俗を書き留めた随筆などである。活動拠点

は名古屋が中心で、城下の町の変遷や生活風俗を記した数多くの作品は貴重な歴史•生活資料

として評価が高い。しかしながら、刊本となったものは少なく、その多くは貸本として流布し、
10) 

独特な文化活動を繰り広げて来た人物であることが指摘されている。

分析資料として取り上げる 『 江戸循覧記』 は財団法人東洋文唐に所蔵されているもので、縦

25.6、幅18.5センチメ ー トルの自筆着色本全3 冊である（尚、図版は論文末にまとめて掲載し

たので適宜参照されたい）。表紙（図 1 )には卍の形を崩して連ねた紙表紙の紗綾型紋様が使わ

れ、それぞれの冊子の左肩には、墨書で「 猿3侯蒜 江戸循覧記 ー 」「 猿狼篭 江戸循覧記 二」
「 猿狼若 江戸循覧記 三止」と記された子持ち枠貼題簑があり、特徴ある装丁を施している。

この表紙の紋様が大野屋こと 「 大惣」と称された貸本屋を示している。

貸本屋大惣の全貌は、いくつかの先行研究があるが、その蔵書については早稲田大学図書館
11) 

所蔵の 「 大野屋惣兵衛蔵書目録」によってつぶさに知ることができる。この目録は、大惣主人

の急逝によって廃業を余儀なくされた際に蔵書を売却した台帳とされ、明和 4年(1767) と伝
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える創業から明治31 年（1 898) まで蔵書 2万冊以上に及ぶ。蔵書はまず形態によって分類され、

次にいろは順の記号と番号が付与されている。この番号が、独特の表紙の貼題姦の脇に小片の

蔵書票として添付されており、目録と照合できるようになっている。『江戸循覧記』の表紙にも

小片の貼られた形跡が見られるが、蔵書票は剥かれている状態である。しかしながら、この本

が大惣本であることは装丁からして間違いない。

猿狼庵が貸本屋として名声のあった大惣と深いかかわりを持っていたことは事実で、後半生

には大惣からの依頼によって作られた作品もいくつかある。この 『 江戸循覧記』もまた、大惣

からの依頼によってまとめられた可能性は否定できない。その制作時期は文政11年、猿猥庵73

歳の作品である。しかし、江戸の内容を記した本書の情報源は、天明6年から寛政にかけて彼

が江戸に滞在した時期とされている。それは 『 猿猥庵日記』の欠落部分とちょうど時期的に重

なる部分でもあり、その間の状況や行動を確認する数少ない資料としても無視できない作品で

ある。

それにしても天明6年からの江戸滞在によって得た名所や風俗などの情報を、猿猥庵が73歳

の時に浄書したというのはとても不自然である。草稿本があって、後に何らかのきっかけで浄

書したとすれば、そこに大惣の依頼があったとするのが自然であるが、草稿の存在は現在のと

ころ認められず、詳細なことははっきりしない。ここでは概略だけにとどめて、詳細な検討は

以下に続けることとするか、制作時期と江戸滞在時期のズレを念頭に置きながら、都市として

の江戸を猿候庵がどのような視座で捉えていたのか、記述の内容構成から分析することとした
し‘

゜

(2) 猿狼庵の江戸出府

昭和61 年(1 986)11月からおよそ1ヵ月半の間、名古屋市博物館 の部門展として 「 猿猥庵と
12) 

その時代」と題する展覧会が開催された。名古屋市博物館 の展示は、猿猥庵の著作を一堂に会

して紹介するとともに、個々に記述された言語や絵画表現を通して、都市文化や都市の人々の

行動を理解する作品として捉えようとする姿勢か窺われる。まさに展示の副題に 「 尾張藩士の

描いた名古屋」とあったように、単なる文芸作品としてではな〈地域資料として位置づける展

覧会の姿勢や取り組み方は、都市論や新たな史料論を展開する方法としてきわめて示唆に富ん

だものがあった。

すでに紹介され知られていることではあるが、猿狼庵の事跡で特に重要と思われる事柄をこ

こで整理しておくことにする。
13) 

尾張藩士の出仕について藩士個々の記録を集成した 「 藩士名寄」によると、猿猥庵は高力新

蔵として次のように記述されている。

天明 五巳年十二月二十八日、御目見より父与左衛門知行三百石無相違被下置、御馬廻

組。
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寛政四子十二月晦日、 大御番組被仰付。

文化 四卯八月九日、 願之通、 大御番組御免、 御馬廻組被仰付。

天保二卯七月十二日、 病死。

猿3侯庵の生没は、 日記が始まる明和9年(1772 )の17歳から起算すると宝暦6年(1756)の
14) 

生まれで、 天保2 年(1831)76歳で病死する。 天明 5年(1785)の30歳の時、 父種篤こと与左

衛門の三百石を継いで馬廻組の任についている。 さらに寛政4年(1792 )12月晦日から文化4

年(1807) 8月 9 日まで、 年令でいうと37歳から52 歳まで大番組を勤め、 後再び馬廻組になり

天保2 年 7月に亡くなる。

その他に猿候庵の事跡を確認するには 「猿猫庵日記」が存在するが、 本稿との関連で問題な

のは日記が途中欠如する天明6年の31歳から寛政12年の45歳までの間がどうであったかである。

先の名古屋市博物館の展覧会でもこの間の事柄について詳細なことはわかっていない。 猿猥庵

自身の研究でもこの空白の時間が停滞を招いている。 ところが、 本稿で分析する 『江戸循覧記』

の冒頭部分の日本橋の書き出しには次のような記述があり、 天明6年(1786)の冬に猿猥庵が

すでに江戸にいたことを窺わせる。

天明丙午の冬、 予東都に趣たる日、 我旅店において夢見らく

つまり、 この年代は日記の欠落部分と ちょうど重なることとなり、 空白を埋めるひとつの材

料を提供していることになる。

さらには、 猿猥庵が天明6年に江戸にいたであろうことを知る傍証資料として、 熱田から品
15) 

川まで2 00 図を収録した絵入りの名所案内『東街便覧図略』の凡例に注目してみたい。
このづ さん ひのえ ぼしゅう とうがう ひ りよちゅう ずいひつ わがび あった え ど しな

ー、 此図は、 去ぬる丙午の暮秋、 東行の日、 旅中の随筆にして、 我尾の熱田より江都の品
がわ みち め さえぎ めいせき しやうち さんぶつとう うつ とどめ

川に至るの間、 道すがら目に遮る所の名跡・ 勝地・産物等ありのま、に写し留しを、
どうし みもの りゆう えほん とうかいべんらん ごう むつ

同志の観ともならんとかと風流の画本となし、 東街便覧図略と号して六の巻となれり。

ここにみる 「 丙午」は天明6年で、 季節的には 「暮秋」となり、 この時期に名古屋から江戸
16) 

へ向かい、 さまぎまな名跡・勝地·産物等を記していったことが理解できる。

ところで猿猫庵がなぜ江戸へ赴いたのか、 はっきりしたことは明らかにはできないが、 その

目的や理由に触れておきたい。 先記した 「藩士名寄」にみたように、 彼の役向きが馬廻組とい

うことから参勤交代にからむ藩主随行がまず想定される。 そこで天明5年から 6年にかけての

尾張徳川家9 代目藩主徳川宗睦の出府動向をみると、 『徳川実紀』では天明 5年 3月19日に臨時

の朝会があり、 「 尾張大納言宗睦卿のもとに牧野越中守貞長御使して就封の暇仰下され」、 藩主

宗睦は江戸から名古屋へ帰国する承諾を得ている。 また、 徳川宗睦の事跡を書き出した 「御日
18) 

記頭書」によれば、 宗睦は 「 同五巳三月廿八 日江戸御立名古屋へ御登」となっており、 天明 5

年 3月末に江戸を離れ、 名古屋へ向けて立っていることが確認できる。

さらに 『 徳川実紀』 によれば、 宗睦は天明6年 3月19日に江戸へ出府し、 「 此日尾張大納言宗

睦卿府に入られしかば、 牧野越中守貞長御使して慰労」を受け、 同月2 1日に臨時朝会によって

-5-



鈴木 章生

「尾張大納言宗睦卿参観の拝謁」がなされ、 同月2 3日には 「尾張宰相治行卿のもとに、 松平周

防守康福御使して就封の御ゆるしあり。 治行卿やがて出仕して謝せらる。 これはじめての就封
19) 

なれば」として宗睦と治行が入れ代わりに江戸と名古屋を行き来したことがわかる。 歴代藩主

の事跡を綴った 「御日記頭書」で宗睦の動向を確認すると、 「（天明6 年・ 筆者註）三月九日名

古屋御立江戸へ御下向」という記事があるので、 名古屋を 9 日に出発し、 19日には江戸へ到着
20) 

したことがわかる。

・ したがって、 天明 5 年 3月に宗睦が江戸から名古屋へ、 同 6年 3月に名古屋から江戸へと出

府し、 その直後に治行が名古屋へはじめて行〈ことが確認されたことで、 猿猥庵が天明6年の

秋から冬にかけて江戸にいた理由を考える時、 藩主に随行したという理由は考え難いことにな

る。

それでは他にどのような理由が考えられるか、 天明6 年の大きな事件を考えておく必要があ

る。 7月には江戸が大洪水に見舞われ被害甚大で、 8月には老中田沼意次が罷免となり、 9月
21) 

8 日に10代将軍家治が在職期間2 6年の50歳でこの世を去っている。 さらには江戸市ケ谷にある

尾張藩上屋敷が11月11日に火災に遭っている等である。 江戸表はもちろんであるが、 尾張藩と

しても落ち着きのない激動の年であったことがわかる。 特に 「暮秋」「 冬」 という季節を考慮す

るならば、 9月から10月にかけての時期、 すなわち将軍死去に伴う何らかの関係、 例えば家治

の葬儀は 「十月四日午の刻より霊柩を発引」しているので、 それに関連して出府を命ぜられた

ことが濃厚である。 しかし、 猿猥庵と将軍の葬儀とを結び付ける関係史料は未見である。

(3) 猿狼庵の帰国時期

先に猿猥庵が天明6年の冬に江戸にいたとされる文頭の書き出しを見た。 逆に猿猥庵の名古

屋帰国がいつなのか、 江戸出府同様に日記がない中でそれを確定することはきわめて難しい。

日記は寛政13年(1801)から再び書き記されてはいるものの、 それまでの江戸滞在を知るよう

な関連記事は一切見受けられない。 そこで猿猥庵の名古屋帰国の時期を推定する材料として以

下の史料をあげてみる。

ひとつは、 「藩士名寄」にみた寛政 4 年(1792)12月晦日の大番組への転任である。 大番組入

りを果たしたことで尾張藩の重職に就き、 名古屋で大番の寄り合いが開催されたことなどを考

慮すると、 猿候庵は寛政4 年末までには名古屋に帰っていた可能性が高いことになる。 名古屋

市博物館も猿候庵の名古屋への帰国時期を不確定ながら寛政4 年と想定している。 これを補完

するために彼の作品からさらに検証してみたい。

先に紹介した 『東街便覧図略』は、 「天明六年暮秋」に猿猥庵が江戸へ下る際に街道筋にある

名物や名所を収録した道中記スタイルの名所案内である。 この自筆本とされる名古屋市博物館
22) 

所蔵本の序によれば、 「寛政乙卯十 一月甲子」とあって寛政 7 年(1795)の成立が確実である。

猿猫庵が江戸に滞在したとされる天明6 年から 9 年を経た後に完成させたことになる。
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猿朕庵 著 『江戸循覧記』 に みる江戸認識のあ り 方

この作品と さらに 密接 な関 連 を持つ黄表 紙 『 きつひ むだ枕春 の目覚』 は、 『 東街便覧図略』 で

紹介された各所 の名物 ・ 名産 が、 本の完 成を祝 って猿猥庵のと ころへ礼に やって来ると いうス

トー リ ー 展開を持つ。この本の中で、 「 すでに 其 年も暮 て、 寛政第 八と あらたまりぬ る辰 の正月

七 日の日（後略） 」と 年代を明らかに する箇所 があり、 『 きつひ むだ枕春 の目覚』 は寛政 8年正

月以降 に 完 成すること はこれに よってほ ぼ 確定できる。さらに 興味 深い点は次の事柄である。
ち か ご ろ ミ や こ め い し よ づゑ し よ し う ふ う ど し あ る ひ ち り かた こ と も っ ぱ ら よ り う こ う

近比 都名所 図会をはじめ、 諸州 の風土 を誌るし、 或 は地 理の図 をなす事、 専世に 流 行せ り。
そ れ なか と う かいべん ら ん ど う ち う き か ミ ち ょ く せ ん う た ま く ら し も す け

其 が中に 東街便覧と やらん いへ る道 中記ハ 、 上ハ勅撰 の歌枕 より、 下ハ くも助 めしもりの
あ な ま で さ い ぐわ い ま た も ん だん や ぞ く つ う やす もつ こ の し よ い つ け ん と も が ら い ま ま でめ い し よ

穴迄 さかせ し細画と 言 ひ 、 又 文談 の野俗に 通 じ安 きを以て、 此 書を一 見の輩ハ、 今迄名所
ひ と び と ま で こ せ き た づぬ る は し

に 気 のなき人 迄々 も、 これがために 古跡を尋 の端 と なれり。さればおのづから名もなき地
たびびい と し う る い ち じ よ こ と われわれ すへずへ ひ う ち さ か

までも、 旅 人に 知られては まれを得の一助 たる事、 我 々をはじめ、 末 に々 いたり、 火打坂
う ばかか よ な こ と こ の ほ ん お ん け い か の ほ ん さ く し や

の姥鳩 までも、 世に 名をあげらる、 事、 ひ と へ に 此 本の恩恵 に よれり。されば彼 本の作者
か た な に ほ う 23)

方へ、 何 をもってかこれに 報ぜん や

ここからまずわ かること は、 『 東街便覧図略 』は 『 都名所 図会』 に はじまる図会ブー ム の影響

を受 けて作成された 1 冊だと いうこと である。『 きつひ むだ枕春 の目覚』 は文章 の調子 が良 い黄

表 紙ではあるが、 ここに 猿猥庵の作成目的と 当 時の図会に 対する意 識の片鱗 を読 み取ること が

できる。その内容 を読むと 『 東街便覧図略』 は道 中記と して作られ、 細画と 分かりやすい文章

に よって構成されていること が明記されている。これに よって 「名所に 気 のなき人 迄々 も、 こ

れがために 古跡を尋 の端」 と なると 本書の役割 を評価 している。ス トー リ ー と しては、 擬 人化

された各 地 の名産 品や名所 が、 世 の中に 紹介してくれたこと へ の感謝 をするために 、 作者 のも

と に 御礼に 行くと いっ た内容 である。そのなかで、 本書に 登 場する名物名産 たち の言葉に よっ

て年代特定をさらに 限定する場面 がある。
め い し よ づ ゑ みず た け は ら し ゅ ん

と かくたゞ いまのはや り、 名所 図会と 、 水 でつぼ うでご ざります。うけたまわ れば竹原 春
ち ゃ う さ い と う かい ど う め い し よ づ ゑ か き に

朝 斎 も東海道 の名所 図会を書ますげな。てまへ が似 かは ハ ど のように 書いてくれる。はや
24) 

くミ たいものじゃ 。

つまり、 ここで話 題に あげられた 『 都名所 図会』 は安永 9 年(17 80 ) の刊なので、 猿猥庵が

黄表 紙 『 きつひ むだ枕春 の目覚』 を執筆すると きに は既に 『 都名所 図会』 の存在 を十 分知って

いたこと に なる。さらに この文章 から 『 東海道名所 図会』 の刊行が近 いこと もわ かる。実際、
『 東海道名所 図会』 は寛政 9 年(17 97 ) の刊行である。

さらに この 2 つの作品で重 要なこと は、 『 東街便覧 図略 』は熱田から江戸へ 向 かう内容 構成で

あるのに 対し、 『 きつひ むだ枕春 の目覚』 は江戸から名古屋へ向 かう構成をと っていること であ

る。
く い け い ち も ん あ べ かわ め い さ ん た び ご ろ も み か わ く に

かくて食家 の一 門安倍 川 をはじめ、 あらゆ る名産 ど も、 はるばるなりし旅衣、 三河 の国 も
う ち す ぎ はや お は り じ な る ミ あ り ま つ の す け を ち つ き こ ＞ り よ し ゅ く ら い た っ し や う がつ

打過 て、 早 尾張路に 鳴海 がた、 有松 しば り之助 がもと に 落着、 妥 を旅宿 と し、 来辰 の正月、
ふ く びき に ち げん ま ち 25) 

福 引 の日限 をぞ待 かけける。
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鈴木 章生

こ こ でいう 「 来辰正月」 というのは寛政 8 年にあたり、 『 東街便覧図略』の寛政 7 年の完成を

祝って 猿猥庵の 自宅へ礼に赴くため、 各地の名産・ 名物たちが名 古屋にほ ど近い鳴海に集結 し

てい る 様子か書かれて い る 。 こ の記述から推察され る こ とは、 『きつひむだ枕春の目覚』を執筆

し たのは猿候庵 自身が江戸か ら名古屋へ帰った後ではなかったかということであ る 。 寛政 7 年

の 『 東街便覧図略』 の完成に際 し て、 作者のい る 名古屋に出向いて礼をす る とい う 設定は、 『 き

つひむだ枕春の目覚』 の 完成時に猿候庵は名古屋にすでにいたと考えるのか 自然であろう。

以上のことか ら猿候庵がしばらく江戸に滞在して いた こ とは間違いなく、 その帰国 時期は決

し て明確ではないが、 寛政4 年に大番組を命ぜられ る までと一 応考えられてい る 。 おそらくは
『 東街便覧図略』 や 『きつひむだ枕春の目覚』 をまとめた寛政 7 • 8 年の可能性も推定でき、

寛政 8 年には名古屋に帰っていたことが確実と考え る 。 ちなみに こ れ以降、 日記などの記録で

猿猫庵が江戸に出向いたという記述は見当たらない。 こ の こ とは、 この 1 回 限りの江戸滞在で

得た情報を基に 『江戸循覧記』がまとめられた可能性が高いこ とを示 し て いよう。 こ のことは、

後述す る 景観年代からも検証 し てみたい。

2 . 『江戸 循 覧記』 の性格

(1)  「画誌」 の画面構成

大惣 こ と 大野屋惣兵衛の依頼によって貸本として世に出された 『江戸循覧記』は、 先に紹介

し た 『東街便覧図略』や 『きつひむだ枕春の 目 覚』と同様、 名所や名物を取り上げた名所案内

のひとつとして捉え る こ とが十分可能であ る 。 それは、 表 1 で示したような名所や名物等を具

体的に取り上げた記述内容であった こ とからわか る。
『江戸循覧記』 3 冊は、 1 冊目が16丁、 2 冊目が16丁、 3 冊目が2 3丁あり、 それぞれ見開き

を単位にして 項目を並べ て い る 。 基本的にはタイ ト ルを明記しているが若干タイ ト ルのないも

のがあり、 表では （ ）内で記したものがそれであ る 。 タイ ト ルを見 る 限り、 その対象は明ら

かに名所景観、 史跡、 神社仏 閣、 屋敷、 店舗、 その他の建造物、 名物、 風俗、 盛り場といった

ものであ る 。 猿猥庵の代表作に見られる題材の多くが、 祭礼、 芝居、 開帳・ 法会、 地理、 風俗、

名物、 名所等であ る ことか らもそれはうなずけ る 。

ところで本書には、 図会などの地誌に一般的に見られ る 凡例が記載されていない。 したがっ

て こ の本がどのような性格や特徴をもって編まれたものか 、 客観的に作者の姿勢を確認す る こ

とかむずかしい。 おそらくは序文としての役目を持つであろう、 巻頭にあげた 「 日本橋」の記

述から本書の性格の一端を垣間見 る ことができ る 。
こ こ い つ け ん と こ ろ ど こ ろ ミ は んべ そ の し ん けい え ほ ん こ れ なづけ ふ じ み え ど

妥かしこ一見せばやと所々見給りて、 其真景を画誌と し 、 是を号て冨士のゆめ見た江戸
も のがた り 26) 

物語といふものなりし

こ の記述から本書は、 江戸各地をみた作者が 「真景を画誌」 した写実的な挿絵を掲載 し た 「江
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鈴木 章生

戸物語 」ともい うべ き物語 であったと確認できる。 凡例 を特に設 けなかったのは 基 本的に絵を

見ながら文章 を読む「 画誌」＝ 絵本のス タ イ ルをとったからであろう。 「 画誌」＝ 絵本としての性

格を実際の描かれ方で確認すると、図 2 のように一 目瞭然である。 画面 い っぱい に細画が施さ

れ、その隙 間に文字 情報が所狭 しと記入されてい るのがわ かる。 こ の特徴は 、猿猥庵の他の作

品の大多数に見られる共 通の特徴である。 すなわ ち 、基 本的に絵と文章は独立 分離 した状態で

は なく、頁 内で一体化してい るのが猿猥庵の本づくり の最 大の特徴と言 ってよい 。

図 2 のように、『 江戸循覧記』は 1 項 目に付き 1枚 の絵が対応 する構成をとるけれど も、厳密

に言 うとすべ ての項 目に絵が付されてい るわ けでは ない 。 また 1枚 の絵をベー ス に関 連 する対

象項 目を 2 つ、3 つ付加 するものもある。 一例 をあげると図 3 のように通番1 4からは じまる「不

忍 池 」、「 忍 の岡 」、「 向 ひ の岡 」は 対象項 目としては 3 つ並ん でい るにもかかわ らず、絵として

は 不 忍 池 とその周 辺 を描い た図柄 1枚だけで、各 独々立 した絵がつい てい るわ けでは ない 。 ま

た、図 4 の通番 9 の 「 小石川 牛 天神 」、通番10 の 「 伝通院 」のように、 2 つの項 目が絵としては

ー 画面 に連 続的に描かれ、文章 記述 されてい るケ ー ス がある。

したがって、「 江戸物語 」と称してい る本書は 、作者は あくまでも 「 読み物」として何らかの

情報を読者 に対して発信してい たこ とは 間違い ない が、それは 「 日本橋 」で自 らが指摘したよ

うに 「真景 を画誌」 した絵本物語 として見て楽 しむものとまずは 理解できる。

(2) 記述構成のあ り 方

絵本としての性格を色濃 く打 ち 出 しては い るか、凡例 や構成など を説明 する箇 所が本書には

ない ため、地誌としての性格は 満 たしてい ない と指摘するこ ともできる。 一般 的に地誌とい え

ば、ある地域 の地 名、位 置、地 形とい った 「地 理情報」を軸 に構成されるこ とが多い 。 例 えば、

『 江戸名所図会』や 『 新編武 蔵風土 記稿』など は 、日本橋 、霞 が関 、上野、浅草、神田、本郷

とい った場所を、あるい は 城北 ・城南 、町名や郡 名とい った特定の地域ブ ロ ッ ク を基軸 に編 集

構成される。 こ うした地 名や地域 を列挙 してい くなかで、詳細な情報を組み入れてい く構成を

とる 。 詳細な情報とは すなわ ち 、まずは 城郭 ・寺社 ・墳墓・屋敷 とい った 「建築 情報」、坂・谷・

山 ・川 ・道 ・池 など の 「 地 理情報」、こ れらに関 連 する歴史 ・由 緒 ・人物・記録 ・古文 書・目録 ・

詩歌 など の 「 歴史 情報」、官職 ・氏族 ・組織 ・法制とい った 「杜 会情報」、習 慣・行事・歳時・

方 言 ・伝説 ・俗説 ・土産 とい った 「風俗情報」等 々が整理されて、系統 的かつ網羅 的に記述 さ
27) 

れてい るのが普 通である。

とこ ろで江戸時代の名所案内は 上記のようにすべ て地誌のス タ イ ルを持つわ けでは ない 。 中

世 以来の流 れを汲 み、仮 名草子に属 す物語 的な名所記が隆盛 であった江戸時代の前 期、つまり

17世紀後半までの文芸的特徴を持つ名所記は 、必 ず主人公 が登 場して各 地 の名所をめぐ り なが

ら道 行文 的な記述 のなかでさまざまな情報に触 れてい る。 江戸では 『色音 論』や 『竹斎 』など
28) 

がこ れに該 当 し、名所旧 跡を順にめぐ り ながら物語 的に記述 してい く。 しかし、仮 名草子が特
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猿狼庵著 『 江戸循覧記』 に み る 江戸認識の あ り 方

徴としてよく示す七五調の文芸的な色彩は、

ここで取り上げる 『江戸循覧記』 にはまっ

たく見られない。 しかも登場 人物を設定し、

その人物が巡覧しながら説明 する道行文ス

タ イ ルでもない。 作者の存在は文章記述の

中の主人公にあるのではなく、 文章の外に

距離を置いて 「著者」 としての存在を確立

している。 そ の意味で本書の性格を構成面

から判 断するならば、 仮名 草子のような登

場人物を介して名 所などを説明する物語で

もなく、 純然たる地誌 のように系統的に体

系化されたものでもないと指摘で き る。

むし ろ 、 読み物的な性格を基本にしなが

らヴ ィ ジ ュ ア ルな詳細情報も同時に取り入

れているス タ イ ルは、 18世紀半ばから隆盛

する絵本を冠した シ リ ー ズに注目しなけれ

ばならない。 表 2の主な絵本一覧をみてわ

かるように絵本は宝暦から天明、 文化頃ま

表 2 主要絵本一覧

書 名 作者 （ 絵 師 ） 刊 行 年 類 別
絵本江戸土産 西村重長／画 宝暦 3 年 ( 1753)
絵本吾萎花 北尾重政／画 明和 5 年 ( 1768) 屈俗
絵本続江戸土産 鈴木春信／画 明和 7 年 ( 1 770)
緑本雄雌会頓理 勝川 春章／圃 安永 8 年 ( 1779) 艶本
画本混雑倭草画 磯 田 湖 竜斎／画 天 明 1 年 ( 1 78 1 ) 艶 本
絵本色好乃人武 勝川春章／画 天明 5 年 ( 1785) 艶本
絵本物 見 岡 鳥居清長／画 天 明 5 年 ( 1785)
絵本吾妻袂 北尾重政／画 天明 6 年 ( 1 786) 地誌
絵本吾嬌鏡 北尾重政／画 天 明 7 年 ( 1787) 地誌
絵本江戸 爵 喜多） I I 歌麿／画 天明 7 年 ( 1787)
絵本栄家大我恰 勝J I I 春章／画 天明 7 年 ( 1787) 艶本
絵本新玉発気 勝川春章／画 天 明 8 年 ( 1788) 艶本
絵本吾妻遊 喜多川 歌店／OO 寛政 2 年 ( 1790) 地誌
艶保夢志知経集 勝川 春章／画 寛政 2 年 ( 1 790) 舵本
絵本江都 の 見 図 歌川豊国／画 寛政 7 年 ( 1795)
絵本太閑記 石 田 玉 山 ／ 画 寛政 9 年 ( 1797)
絵本夜密図掃美 喜 多 川 歌窟／画 寛政 9 年 ( 1 797) 艶本
絵本色能知巧佐 喜 多 川 歌虞／画 寛政l0年 ( 1798) 艶本
絵本東都遊 葛飾北斎／画 享和 2 年 ( 1 802) 地誌
絵本小町弓 I 喜多川 歌麿／画 享和 2 年 ( 1 802) 艶本
絵本江戸桜 北尾重政／画 享和 3 年 ( 1 803)
絵本江戸錦 歌川 豊春／酉 文化 1 年 ( 1 804)
絵本東物詣 歌川 豊広／OO 文化 1 年 ( 1 804)
絵本西遊記 豊広 北斎他／画 文化 3 年 ( 1 806) 読本
絵本江戸名所 十返舎一 九／画 文化 10年 ( 1 8 1 3 )
絵本江戸土産 歌川広重／画 嘉永 3 年 ( 1 850)

「国書総 目 往」 に は 1 8頁 に わ た っ て絵本類が収樟 さ れ て い る 。 そ の う ち任意 に抜粋
し た も の。 類 別 に は 地誌 ・ 践本 ・ 艶本 ・ 合巻 ・ 教訓 ・ 黄表紙 ・ 狂歌 ・ 風俗 ・ 和歌な
どがあ る 。 情考襴の類別は 「国書総 目 ii」 に 従 っ た 。

で数 多く刊行される。 このス タ イ ルの性格は、 絵半分、 文字半分とも言われるように、 絵と文

章が混在する書物ということである。 まさに 『江戸循覧記』 の持つ画面構成と き わめて近いも

のがある。 猿候庵か江戸に滞在した天明期はまさに絵本の隆盛期である。 当時上方よりも隆盛

を極めた江戸の絵本の影響を受けないはずがない。 ただ、 この時期 多く出される絵本の内容は、

儀礼や行事に関する事、 職人諸職に関する事、 そ して艶本や遊戯娯楽に関する事か中心で、 名

所案 内や地誌 の内容を持つ絵本が必ずしも多いわけではない。

以上、 述べて き たように猿猥庵の著作には、 江戸時代前期に見られる仮名 草子のような文芸

的な性格はない。 対象項目別の記述からは、 当時すでに刊行されていた 『都名 所図会』 の影響

が大 き いと考えられるが、 全体としては本格的な 「図会」 ス タ イ ルではなく 「画誌 」 ＝ 絵本の 「江

戸物語」 として読ませる性格にとどまったのは、 系譜的に 当時隆盛の絵本からの影響によるも
2JI 

の だといえよ っ 。

(3) 貸本 『江戸循覧記』 の景観年代

『江戸循覧記』 は天明から寛政期にかけて猿狼庵が江戸に滞在した時の情報を基につくられ

た名 所案内ではあるものの、 実際にまとめられたのはずっと後になってからである。 このこと

は図 5 の巻末の記述によって確認することかで き る。
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じ ねん せ き い た だき みす せいすい こ う よ う お も み じ かげ いと み ご と

自然石にして頂のくは
‘みに水ありて清水なり。 紅葉の折りから楓の影を う つして殊に見事

せ ん ね ん す ぎ ま んね ん す ぎ せ ん か く ば ん き な を こ の ほ ん み ひ と よ わひなが こ と ぶ き のべ ふで

なり。 千年杉に万年杉を千鶴 萬 亀にな ぞらへ、 猶 此本を見る人の齢長かれと、 痔を演て筆
ぉゎ 30) 

をとめ畢んぬ。 めでたしめでたし。 七 十三 斐 猿猥庵画作之

この本のタイ ト ルが 「循覧記」とあるよ う に、 この本は江戸を循覧＝ めぐりみわたしながら

名所・ 風俗を案内するといった性格を基本的に持つ。 しかし、 自分の旅行や移動に伴 う 手記や

メ モ ではなく、 相手に読 ん でもらお う とする作者の編纂意図がここには強く表されている。 こ

こに示した巻末の記事にあるよ う に、 この本を 自筆着色でまとめたのは猿猥庵か73歳となる文

政11年(182 8)にあたり、 しかも記述内容から判 断すると紅葉の季節とい う ことになる。 猿猥

庵が江戸に出た天明6年から数えて実に42 年の歳月がこの間流れている。 当然、 江戸に滞在し

た時期に江戸の各所をまわり、 『江戸循覧記』をまとめた草 稿か下絵となるものを書き残してい

た筈であろ う が、 今それを確認するものはない。 なぜ、 このよ う な時間が経過した後に作成し

たのかはな ぞである。 ただ、 猿候庵のは かの著作物の成立状況をみると、 貸本屋大野屋惣兵衛

との関係が濃厚になるのは壮年期から晩年あたりからで、 この時期には依頼による貸本を多く
31 )  

手かけていたことがこれまでの研究で明らかである。

本書の装丁やこの本の成立の時期からすると、 猿猥庵の残した数多くの著作物と同様に江戸

滞在時期から後になってあらためて 「読ませる意図」 をもって作成し直されたことが濃厚であ

る。 貸本として読ませる意図を持つ本の場合、 「 後観に備ふる」 「 万歳の不朽に伝えん 」 「 児女の

慰本として後世までの咄しの笑ひの種まき」 と猿候庵 自らがいくつかの著作物の中で述べてい
32) 

ることからもわかるよ う に、 作成にあたっての猿候庵の姿勢は徹底している。 また猿猥庵が記

録好きで、 まめにさまざまな事件や出来事を記録し、 細画と呼ばれる非常に細かい描写と余 白

全体に記された文章は、 「読む」 「見る」を十分に堪能させる内容構成になっている。 したがっ

て、 全体の構成からも 『江戸循覧記』は作者の手控えや個人的なものではなく、 明らかに読者

を意識してつくられた 「読み物」であることは確実である。

さらに 「 物語」 としての全体のスタイルが確認できるのは、 巻尾 「 東海寺 萬 年石」 に掲載さ

れた 「 猶 此本を見る人の齢長かれしと痔を演て筆をとめ畢 んぬ。 めでたしめでたし」で終わる

文章であろ う 。 厳密にはこの後に 「其此東都に流行し品々の一二を妥に出す」として 「 け しめ

がね 」
「風流すき油」 「 ねづみ土細工」 の項 目 を立てて絵入付きの 「 付録」 をもって終わる。 い

わゆる物語の結びを読者への縁起かつ ぎと流行ものによって締めくくられるのは、 読 者を意識

した読み物としての完結性を強く打 ち出していると理解できる。

名所案内の 「 読み物」 として本書が地方の人に読まれることを想定すれば、 名所・ 1 日跡、 由

緒・ 米歴をただ並べるだけの名所案 内 だけではなく、 江戸での名産や土産、 店舗など民衆にき

わめて身近な事物を加えて、 読み手の 「江戸が知りたい」 といったニ ー ズに応えよ う とする作

者のサ ー ビ ス精神を理解することができる。 最後の 「 付録」 に当時の流行が取り入れられてい

るのは、 タ イ ム リ ー な情報を盛り込むことで読者の吸引 力を高めているといえよ う 。
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猿猥庵著『江戸循覧記』 に みる江戸認識のあ り 方

こ こ で問 題なのは、 天明期に江戸に出 た猿候庵 が、 そこ で入手 した情報を基 に40 年余 り後に

まとめ直 してい るのであれば、 こ の本に描かれた絵の内容はい つの段階 の景観 を描い たものな

のかとい うこ とである。『 江戸循覧記』 の基 本的な性格 としてこ こ に描かれた景観年代をあらか

じめ知っておく必 要がある。

まず通番25 に見られる遠近 法を駆 使 した 「両 固橋」 で、 その画面 の一 番奥 にかすかながらに

大川 橋 （吾妻橋） が確認でき る。大川 橋 は安永 3 年(177 4) 9月に架橋 されるこ とから猿狼庵

が江戸に滞在した時期には既 に存在してい たこ とに なる。ただし、 通番30 の 「駒 形堂」には大

川 橋 の姿 が見受 けられない 。構図の関係 で単純 に視 覚 に入らなかったか、 空間的なデフ ォ ルメ

なのか、 水害 での破損 なのかははっき りしない 。 また高田戸塚村 にはじまる通番41には新富士
33) 

と称する安永 9 年(17 80 ) 5 月に成就 する石積 みの富士塚 が描かれてい る。一 方、 通番47 の神

齢 山 護 国寺 には 「此 の寺 内に西 国三十 三 所のうつしの観音 ありて順礼する人おは し」と記され

てい る。 こ れは天明2年から観音霊 場の写 しを建立 しはじめるこ とに対応 してい る。さらに通
34) 

番40 の図 6 に描かれてい る 「酒 中花 」の楊枝店 は安永 年間のはやり物として紹介されてい る。

また図中には女 性の着 物姿 があるか、 安永 頃 から女 性の前結 び の帯 が消 えてい く傾 向 にある。

とこ ろか 『 江戸循覧 記』 では前結び もあれば後ろ結び もあり混 在してい る。こ のこ とは風俗的

には安永 から天明頃、 すなわ ち 猿候庵 が江戸に滞在してい たこ ろの風俗を措写 してい ると考え

てよい のではないだろうか。巻末付録に載せ られた 「 けしめがね」「 風 流 すき 油」 「ねづ み土細

工 」の年代的な裏 付けはでき なかった。

さて検討 を要するのは浅草寺雷門 である。『 江戸循覧記』 では通番3 3、 図 7 の「浅草観音境 内

全図」( 2枚 続の内 1枚 ）には俗に言 う 雷 門 が描かれてい る。浅草寺境 内の総 門にあたる風雷神
35) 

門は明和4 年(17 67 ) 4月 9 日に焼失 し、 その再建 は寛政 7 年（17 95 ) 3月で、 約 30 年の歳月

を要してい る。再建工 事は寛政 5 年 9月の鋲初 めより翌 年 6月から 8月にかけて地突 き か行な
36) 

わ れ、 閏 11月に立柱 が行なわ れ、 翌 寛政 7 年 3月に開門 となる。こ の 事実から猿猥庵 の江戸で

の行動をどう解釈 したらよい だろうか。天明6 年冬 に江戸へ やって来た猿猥庵 が浅草で見た雷

門 は焼失 して無かったのではなかったか。しかし 『江戸循覧記』 には雷 門 が描かれており、 寛

政 7 年 3 月まで江戸に滞在してい た可能性 を示唆してい る。先に検証 したように猿猫庵 の名古

屋帰国 の時期か寛政 7 • 8年であったこ ともあながち 否定でき ない のではない だろうか。少な

くとも寛政 4 年の猿猥庵帰 国 時期は再 考の余 地 かある。

3 . 都市 を 見 る 視点

(1) 『江戸砂子』 の影響

こ こ での課題は、 猿狼庵 が描 い たり記述したりした個々 の対象内 容が、 それぞれどのように

捉えられてい たかの分析である。特に他の名所案内や地誌との相違が見られるのか否 か、 猿猥
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庵が江戸をどのように把握していたのか、 個 々の描写と記述に焦点を当 てて見ていくことにす

る。

『江戸循覧記』 のなかで地誌的なス タ イ ルと似ている点があるとすれば、 対象地ごとに系統

的な記述ス タ イ ルを採用 している点で、 次のよ う な記述構成の展開パ タ ー ン が見られる。

タ イ ト ル、 呼称・ 地名由来、 場所・ 所在地、 歴史・ 由緒、 伝承、 引 用 記事

これらの 項 目 の列挙はその対象によって内 容や種類が異なり、 『江戸循覧記』 の 内容全てにわ

たって同 じ 記述構成の展開パ タ ー ン を持っているとは言い難いが、 概ねこの 内容を網羅してい

ると言ってよいであろう。 さらに付け加えるならば、 これに詩歌と引 用文献 の出典書籍名が加

わることが多い。 この点は典型的な名所案 内 の ス タ イ ルを継承している。

さらに引 用 に 供した出典文献名を確認してみると次のよ う な文献が登場する。

更級日記 （康平 3 年・ 1060ころ）、 尭 恵紀行、 遥 国雑記、 平安紀行、 元寛日記 （元和 ～ 寛永

期）、 名所方角 抄 （寛文 6 年・ 1666)、 紫 の 一 本 （天和 3 年奥書・ 1683)、 一 目 玉鉾 （西鶴 回

国 道之記 元禄 2 年・ 1689)、 東叡 山新建立瑠璃殿記 （武少卜！ 東叡 山新建立瑠璃殿記 元禄12

年・ 1699)、 江戸砂子 （享 保17年・ 1732 )、 拾 遺 続 江 戸砂子 （続 江 戸 砂 子 享 保2 0年・

1735)、 本朝世事談綺 （享保19年・ 1734)、 再校江戸砂子 （明和 9 年・ 1772 )

これによって作者猿猥庵がどのような文献を駆使していたかが理解できるが、 その 多くは実

は猿猥庵自身が引 用したものというより、 すでに 『江戸砂子』 に載せられた文献からの引 用で
37) 

あることが多い。 最も多く引 用 している 『江戸砂子』 と本書の関係を今少し掘り下げて、 猿猥

庵が江戸とい う 場所の歴史的情報をどのように受け 止め、 記述しているのか確認してみ たい。

その例として、 『江戸循覧記』の駒形堂部分をあげて検証してみ たい。 尚 、 タ イ ト ル脇 の 番号

は表 1 の 通番にあたる。

駒形堂 30 『江戸循覧記』

朱雀院の御宇、 天慶五壬寅年、 安房守平公雅建立なりといふ。 本雌馬頭観音なり。 よつて

馬を作りて諸願を祈る。 その作りたる馬、 堂中にみ ちみ ちたり。 さるによりて世俗駒形堂

と呼びならハすと也。 此河岸に浅草寺住職権僧正宣存立る所の 碑ありと。 江戸砂子に見ゆ。

駒形不動 『江戸砂子』

朱雀の御宇、 天慶五年に安房守平公雅建立なりと云。 本尊、 馬頭観音也。 よって馬を作り

て諸顧を祈る。 その作たる馬、 堂中にみ ちみ ちたり。 さるによって世俗駒形堂と呼習す也。

川 きしに浅草寺の住職宣存立ル所の碑あり。 此銘、 わけ てすぐれたりとぞ。

ここに示したように文章の 記述内容に大きな差異は見られない。 「『江戸砂子』 に見ゆ」 と記

述するとおり、 その内容についてもは は同 じ である。 一字一 句違わないわけ ではないので、 猿

捩庵は 『江戸砂子』 に依存しながらも 自分の言葉で多少かみ砕いた文言で記述していることが

わかる。
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さ ら に 次の よ う な事例 を 示 し て み た い 。

目 黒餅花店 77 

江戸砂子 に 言 ふ 、

『 江戸循覧記』 （下線は筆者 ・ 以下、 特 に 断 り の な い場合 は 同 じ ）

当 所の産。 餅花御福 の餅 ・ 粟餅 ・ 川 口 屋飴 ・ 門 前茶屋 多 く と 云々 。 （ 中 略）

拾遺続江戸砂子に 言 ふ 、 赤 白 黄 に 彩竹 を 割 て 花慢 の ご と く に 結 び、 か の 彩 た る 餅 を 小粒 に

し て こ れ を か ざ り 、 或ハ松 ・ 柘 ・ 正木の枝 に かづかづな が く 。 ひ と し き 花 を 咲せ り と 云々 。

目 黒不動

（ 前略）

目 黒餅花

『 江戸砂子』

当 所の産 餅花

38) 
『続江戸砂子』

御福 の 餅 粟餅 川 口 飴屋。

目 黒 の 名 物也。 赤 白 黄 に 彩 り 、 竹 を わ り て 花慢 の ご と く に 結 び、 か の 彩 り た る 餅 を 小粒 に

し て こ れ を か ざ り 、 或 は 柘植 ・ 正木の枝 に かづかづ な が く 、 ひ と し き 花 を 咲せ り 。

目 黒不動 の 基本 的 な 情報 は こ こ では 割 愛 し た が、 目 黒不動 の 開 山 記事や神体尊像の 由 緒伝来

な ど の 紹 介 に 大部分が あ て ら れ て い る 。 最後に のせ た 目 黒 の 名 産記事に つ い て 猿猥庵 は 見逃 さ

ず 、 『 江戸循覧記』 に は 『 江戸砂子』 か ら の 引 用 と 思 わ れ る 箇所が随所に 見 ら れ る 。 こ の こ と は

「 目 黒餅花」 で も わ か る よ う に 『 続 江戸砂子』 の 記事 を 引 用 し て お り 、 猿猥庵が参考 に し て い

る の は 享保1 7年 に 出 た 最初 の 『 江戸砂子』 ばか り で な く 、 享保20年 の 『 続江戸砂子』 も 引 用 し

て い る こ と が こ れ に よ っ て 明 白 で あ る 。

こ の よ う に 『 江戸 砂子』 の 引 用 は 、 『 江 戸 循 覧記』 全体 に わ た っ て 関 係 し て い る わ け で あ る

が、 次 の よ う な 特徴 も 見 ら れ る 。

麻布善福寺 67 『 江戸循覧記』
ほ か せ つ ぬの じ か く あ さ し よ う と こ ろ

（前略） そ の 外 さ ま ざ ま の 説 あ れ ど 布 の 字 を 書ハ あ や ま り な り 。 麻の よ く 生 ず る 所ゆへ に
あ さ ふ か く う た あ さ し う え ど す な ご

麻生 と 書が よ ろ し 。 歌 に 浅芽生 の な ど よ め る に 同 じ と 江戸砂子 に 見 ゆ 。

麻布 の 地名
39) 

『再校江戸砂子』

あ さ ふ よ く あ さ じ ふ

此麻布 の 説、 甚 誤也。 麻生 の地名 は 能麻の生 る 地 に て 、 布 の 事 に は あ ら ず 。 又浅茅生 と い
おふ あ さ ふ あ さ ふ か き

ひ て 草 の 浅 々 と 生 る 地 を い ふ と も 云。 こ れ は 浅生也。 古 来 の 御 図 帳 に は 麻生 と 書 し よ し 、

古老 申 伝也。

こ こ に 示 し た よ う に 麻布 の 地名 に 関 す る 記事に 至 っ て は 、 『 江戸循覧記』 の 記載内容に 相 当 す

る 記事が 『 江戸砂子』 や 『 続江戸砂子』 に は 見 ら れず 、 実 は 明 和 9 年 の 『再校江戸砂子』 の 記

事 を 参照 し た 内容 で あ る こ と か わ か る 。 麻布善福寺 に 関 す る 内容 は ご く ご く 基本的 な 歴 史 由 緒

に 関 す る 内 容 で し か な い 。

し た が っ て 以上の例示に よ っ て 猿狼庵が 『 江戸循覧記』 を 作成す る に あ た っ て 参考 に し た 文

献 の 基本 は 『 江戸砂子』 であ る こ と は 間違 い な い が、 『 江 戸 砂子』 『 続 江戸砂子』 『再校江戸砂子』
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の3 作品を見てい たこ とになる。前 に列 記した多くの文献 の年代を見 てみると『再校 江戸砂 子』

以降 のものは実 は見当 たらない 。こ のこ とは、 『 江戸循覧記』 が文政1 1年の作成にもかかわ らず

享保 期から明和期あたりの作品引 用 で終わ ってい るのは、 『 江戸循覧記』 を構成する情報が、 猿

猥庵が江戸で見聞 したり感 じたりした情報と、 さらに 『 江戸砂 子』 などの文献 情報に大きく依

存してい たこ とを示 してい るものである。

猿候庵の江戸に関 する最 大の情報源が 『 江戸砂 子』 なのは、 『 江戸循覧記』 の成立 年代にも関

係 してい る。猿猥庵の江戸出府 時期が天 明6 年から寛政 4 から 8年頃 までと推定したが、 その

当 時江戸に関 する地誌の代表は 『 江戸砂子』 であった。それ は 『 江戸循覧記』 が成立 する文政

11年におい ても基 本的 には変わ ってはい ない 。江戸で最 も著名な地誌である 『 江戸名所図会』

は天保 5 年と同 7 年の 2回 にわ たって刊行され、 『 江戸循覧記』 ができる時点ではまだ公 にはな
40) 

ってい ない のである。したがって、 江戸の地誌、 名所案内に関 する情報か 『 江戸砂 子』 からと

い うのは当 然の事になる。

一 方、 挿入され た絵に至 っては、 『 江戸砂 子』と結 び 付けるものがない 。図 8- 1 は 『 江戸砂

子』 に挿入され た 「 山王宮 」の挿し絵であるが、 は とん ど平面的 な描写 で俯眠 図としての技法

は未熟 に終わ ってい ると言 ってよい 。対象内容の全体 構図は良 しとしても、 その技 法は猿猥庵

の足 下にも及 ばない ぐ らい 未発達 である。『 江戸砂 子』 の絵が 『 江戸循覧記』 に影響 を与えたと

い うこ とはひ とまず否定してよいだろう。

むしろ 『 江戸名所図会』 の挿し絵との関 連 を想起 させ る絵があるが、 前 記したように 『 江戸

名所図会』 の成立 年代とは時期かず れ るため、 直接的 な関係 は考 えにくい 。しかしなか ら図 8

- 2 のように 『 江戸名所 図会』 にみる 「 日吉 山 王神社」 は、 町絵師長谷川 雪旦 による線遠近法

を用 い た俯諏図 であり、 こ の構 図や 内容から図 8- 3 に見られ るように 『 江戸循覧 記』 の 「 山

王権 現御杜」 と非常によく似 てい るこ とは否定できない であろう。こ の場合、 二 つの作品の制

作年代のズレはどう解釈 したら良 い のだろうか。単純 に江戸のなかでもポ ピ ュ ラ ー な名所のパ

タ ー ン 化され た構図の描き方が採用 され たと考 えられ なくはない 。さらに図 9 - 1• 2 · 3 は

『 江戸循覧記』 の 「駿河 町越後屋」 と 『江戸名所図会』 の 「駿河 町三井呉服店」 と歌川 広重 の

『名所江戸百景』 との対比 である。構図的 に似 てはい るものの細部につい てはあきらかに措 き

方か違 う。例 えば、 『 江戸循覧記』 での大暖簾 には、 三井 のマ ー ク が白 地 に 墨文字 の「井桁 と三」

を組ん でい るが、 『 江戸名所図会』 では黒 地 に白 抜 によって同様な情景 を描写 してい る。こ れ は

構図としては両 方似 てい るけれ ども、 細部につい ては全く同ー ではない こ とを示 してい る。こ

れ は 『 江戸名所図会』 を見て真似 たとは少なくとも考 えられ ない 挿し絵である。構図系譜 の問

題は19世紀 における名所絵全体 の問題として取り組む必 要があると考 えられ るか、 こ こ では特

徴の指摘にだけとどめておくこ とにしたい 。
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( 2 )  「江戸 第一」 主義

先の例示 の よ う に 、 『 江戸循覧記』 は 『 江戸砂子』 の か な り の 部分 に 依 存 し て い る 。 そ れ は 猿

猥庵の オ リ ジ ナ リ テ ィ ー の 欠如 と も つ な が り か ね な い の で あ る が、 『 江戸砂子』 の 記載 内容 を 猿

猥庵が ど の よ う に 受 け 止 め て 『 江戸循覧記』 に 記述 し て い る か を 見 て み た い 。

猿猥庵 の 江戸認識 を 知 る 手掛か り は 、 次の よ う な 項 目 の 内 容 で確認す る こ と か で き る 。

『 江戸循覧記』

① 山 王神社 02 

『 江戸砂子』

御 城 中 御産土神 に し て 承応三年御建立 の 地 江都第 一 の 大社、 神殿玩々 と し て 、 石 の 鳥 居、

と な り 。 神殿数々 た る 粧 ひ 実 に 江都 第 一 の 大 五十三段の石階、 松柏枝 を つ ら ね神光高 し 。

社 た り 。 今以御城 中御産土神 に し て 御建立 の 地 な り 。

②霞が関 04 

江戸砂子 に 云ふ。 当 国 に 名 高 き 名 所 な り 。 往 当 国名 高 き 名 所 な り 。 往古ハ奥州へ往遠 な り

古ハ奥州 へ往還 な り と い へ り と 云 々 。

③駿河町越後屋 05 

二丁 四 面 に し て 両 かわ の 店 な り 。 正面 と 横 に

八枚 の 揚 か ん ば ん あ り 。 前二方 は 店。 後ハ蔵

な り 。 実 に 東都第 一 の 呉服屋 な り 。

④上野御 山 内 之図真 17 

御 門 前 の 町 を 上野 の 広小路 と 呼ん で種々 の辻

商 人 等常 に 絶せず。 市 を な し 賑 し き 所 な り 。

（ 中 略） こ れ 自 然 と 吉 野 の 風 を な す 。 実 に 墨

都 第 一 の 花 の 名 所 と い ふべ し 。

⑤ 目 黒独鈷 の 瀧 75 

と い へ り 。

江戸砂子 に 言 ふ 。 大師 と つ こ を 以 、 地 を う が 大師 と つ こ を 以地 を う が ち 玉ふ に 、 瀧水涌 出

ち た ま ふ に 、 瀧 水 湧 出 。 よ つ て 此 名 あ り と ス よ つ て と つ こ の た き と 云。 む か し は 流三 口

云 々 。 （ 中 略） 元来此水清潔 に し て 大 ひ で り に あ り 。 今 は 一瀧 な り 。 源 は 山上の清水 、 清潔

江戸 第 一 の 名 瀧 た り 。

⑥御殿 山 78 

に し て 大旱魃に も 涸 る 事 な し 。 江戸 の 名 瀧 な

り 。

長禄年 中 太 田 道灌 の 舘 あ り て 、 そ の 庭 な り と
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いふ 。 今ハ 東海寺 山 とつ ゞ きて寛永中、 小堀

遠州侯好の庭ありて江戸第一の庭といふ 由。

⑦東海寺 79 

扱此寺の庭ハ風流に し て、 殊更に深秋の頃は 当寺は紅葉の名所なり。

数珠の楓有て、 紅葉見事なれば、 遊人日毎に

絶間なく賑ハ し 。 江戸にて一のもみじのなが

竺なり。

この よ うに列 挙 し てみるといくつかの特徴が指摘できる。

山 王の 「江都第一の大杜」 、 霞が関の 「 当国名高き名所」 、 越後屋の 「 東都第一の呉服屋」 、 上

野の 「 東都第 一の花の名所」 といっ た よ うに江戸でも一、 二を争う優れた名所が巻頭に示され

ているという点である。 これらの対象は江戸名所と し て客観的に誰もが認識する場所であり、

共通の意識に基づいていると考え るのが 自然であろう。

対比 し た よ うに 『江戸砂子』にもいくつかの対象については記載されており、 し かも、 その

記述内容はきわめて似ている。 猿猥庵が 『江戸砂子』を意識 し 、 参照 し たことはここでも疑い

のないことである。

ところで、 名所が名所たりえ る条件はい っ たい何か。 誰もが共通の観念や意識に よ っ てその

場所や空間を捉え ていなければ名所と し ての一般化はありえ ない。 複数の共有された認識を持

たなければ、 その人だけの特別の場所で終わる。 し たが っ て越後屋を江戸随一の呉服屋と認識

するのは、 誰もが 「江戸ーの呉服屋」 と思う共通の意識に支 え られた表現である。 猿猥庵が 『江

戸砂子』からそのまま筆写 し たとすることも考 え られるが、 『江戸砂子』 の記載に対 し て猿捩庵

本人が対象を見て素直に共感 し たと判 断するのか妥 当ではないかと考 え る。 この点については

次節でもう少 し 展開 し てみたい。

また猿1侯庵は、 ただ 『江戸砂子』 の記述を単純に写 し ただけとは到底考え られない。 例 え ば、

上野や御殿 山 の よ うに別の対象を見ると、 『江戸砂子』に記載がないにもかかわらず、 『江戸循

覧記』 には、 「 東都第 一の花の名所」 といっ た言葉で記されている箇所がある。 それは、 猿候庵

自身の言葉に よ っ て対象が捉え られている部分が随所にあることを示 し ている。 つまり、 『江戸

砂子』 に影響を受けながらも、 猿猥庵 自身が実際に見て共感 し 、 感じた言葉と し て表現 し 直 し

ていると理解 し たい。 人間の観念的な部分は千差万別で理解 し がたい部分も当然ある。 し か し 、

同 じ対象を同 様な感覚で認識することも少なくない。 それだけその対象が情報と し て客観化さ

れ、 共有されているとい っ ても よ い。

『江戸循覧記』 の巻頭にあげられている 山 王・ 日本橋 ・ 越後屋などは、 他の名所案内や地誌

に し ても筆頭 ク ラスの名所と し て よ く知られている対象である。 ここで注目すべき点は、 その

名所かなぜ名所なのかといった本質的な理解である。 それは将軍家の産土神を祀る権威と格式
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あ る 神社 で あ り 、 大規模経営 を 展開 す る 呉服屋 の 大店 で あ り 、 ま た 人 々 が集 い 、 楽 し み 、 憩 う

愛すべ き 花 の名 所 と し て な ど 、 あ る 対象が江戸 で最 も 価値 あ る 場所 と し て 普遍的 に 捉 え ら れ、

情報が発信 さ れ て い る と い う こ と で あ る 。 ま た 、 目 黒独鈷 の 瀧 を 「 江 戸 第一 の 名 瀧」 と す る な

ど 、 そ の他 に 御 殿 山 の 「 江戸 第 一 の庭」 、 東海寺 「 江戸 に て 一 の も み じ 」 、 増上寺の 「 江都第 一

の 大かね」 、 赤羽有馬家の 「 江戸 一番の 火 の 見」 な ど も 表 1 に よ っ て 確認 で き る 。 人 間 の 価値観

に は 多様性が あ る が、 こ れ ら を 皆 「 東都第 一」 を 象徴す る 名 所 と し て 客観的 に 認識 し て 、 誰か

ら も 共通 に 理解 で き る 存在 で あ る こ と が ま ず重要で あ る 。 こ こ に 猿猥庵の江戸 に 対す る 認識 の

あ り 方 の 一 つ と し て 、 あ る 特定の場所や 空 間 に 向 け ら れ た 「 第 一主義」 の視点 （ ＝ も の さ し ）

を 確認す る こ と が で き る 。

( 3 )  建造物 へ の 執着

次 の 特徴 と し て 指摘 で き る の は 、 猿猥庵 の 独 自 の 江戸 認 識 で あ る 。 こ れ は 、 『 江戸砂子』 に は

ほ と ん ど 記載 さ れ て い な い 情報 で、 な か で も 特筆すべ き 点 は 猿猥庵独 自 の視点 か ら な る 江戸 認

識 で あ る 。

猿狼庵の建造物 に 対す る 意 識 で、 図 1 0 で示す よ う に 「上野雲水塔」 の 彫刻 に 対す る 美辞 は 、

『 江戸砂子』 の 無味乾燥的 な 文章か ら は 想像 で き な い 独 自 な解釈 と 記述 に 満 ち て い る 。 つ ま り 、
『 江戸循覧記』 の 記述全 て か 『 江戸砂子』 に 依存 し て い る わ け で な い こ と が こ こ で も わ か る 。

し か も 、 他 の 対象 も つ ぶ さ に み て い く と 『 江 戸砂子』 に は 何 も 記 さ れず 、 『 江戸循覧記』 に の み

記 さ れ た 言葉 も い く ら か 見 ら れ る 。 と り わ け 猿猥庵の建造物 に 対す る 執着心 は 突 出 し た も の が

あ り 、 そ の 文章表現 に は他の文献 の 引 用 に よ ら な い 彼 自 身 の 言葉 で書 き 記 し た も の が大半 と 理

解す る 。 い く つ か 整理 し て 指摘 し て み た い 。

神 田 社 07 

扱 当 社ハ 諸殿花麗 に し て 本社拝殿銅 の 瓦 を 黒 ぬ り な る に 、 端瓦の 巴ハ金紋 を 付 た り 。 其外

彫 り も の極 ざ い し き 、 楼 門 も 同 じ 様 な り 。

本郷 四 丁 目 歯薬店 08 

此家の破風に 白 土 を 以 て 神農 の像 を つ く る 。 他 に 見 な れず珍 し 。

伝通院 1 0  

寺 中 昌林院 の 大黒 天ハ境 内 の 井 よ り 出 現 の 霊像 な り 。 斯の ご と き 大黒 堂 の 大 な る は 世 に 珍

麟。

上野雲水塔 2 1  

彩色結構 に し て 升組の 象 ば な 獅子 ば な 美麗 を つ く せ り 。 惣 て 彫刻 物 う つ く し く て 、 あ る ヘ
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い糖 の菓子 をつらねたる に 似 たり。或 は雲 と波 のかたち をなす。是 を雲水 の塔 といふ に や。

前 に 画し全 図に は、 細画故其 形分がたけ れば大絵に なして愛 に 著す。

数例 をあげてみたが、 どれもが江戸の建築 物そのものある いは建築様式 に 対して、 ある いは

規模 の大きさや美 しさに対して感嘆 している 。こうした猿猥庵の視点は 『 江戸循覧記』 だけ に

限 られたものだけ ではない。やはり東洋文庫 に所蔵される 『荒子 上棟之 図』 では 、 地元愛 知郡

荒子村観音堂の再建 の棟 上げ式 の儀式 や参詣 の様子 を記 し、 また国 立 国 会図書館 所蔵の 『 名隔

東御坊繁 昌 図会』 にも名古 屋東 本願寺 の由緒、 建築 の歴史、 再建 の様子 を記して建築 物へ の関

心 が高かったことを示している 。これらは必 ずしも、 建築 そのものを正面 からまとめた本では

なく、 再建 にともなう上棟式 や参詣 風景 まで含 めた生 活風俗的な全 容をまとめている ものであ

る 。したがって、 建築 物や建築様式美に 対する 関心 は、 元 来猿猥庵自身 が持 ち えていたものと

判 断 したい。

また江戸に おけ る 建築 物の 「華麗 」「 美 しい」 といった形容、 さらに 「 大きい」 「珍 しい」と

いったこれまでの経験 的な建築 物の情報と比較 した上での言葉 が記されている 。このことから

『 江戸循覧 記』 は、 猿猥庵の江戸の建築 物に対する 独自 な把握、 すなわ ち規模 や様式美 といっ

た視点に注 目し、 絵画によって視覚的 に 表現された内容を特徴に持 っている といえる 。そこに

は名所絵としてパ タ ーン化した構図としての絵画に 加 えて、 猿候庵自 らが認識した建築 対象を

再 現したものが少なからず存在している こ とを示していよう。このような表現は、 単に建築 ・

装飾 に 対す る 荘厳 さや奇抜 さばかりでなく、 それらが江戸の景観 や風景 として構成する シ ン ボ

リ ッ ク な対象と江戸らしさの発 見だったと理 解する こ とができる 。

(4) 日 常生活 へ の ま な ざ し

他の著作物でも見られる ように 猿候庵の関心 は、 祭礼・法会 ・ 開帳・縁 日といったハ レ の行

事に 大きく注 がれている にもかかわ らず、 『江 戸 循覧記』 ではこうした祝祭的 な行事や場を正面

から取り上げている 記事は意外に 少ない。図11は上野寛永寺 に 近 い上野山 下 と呼 ばれる 盛 り場

の様子 を取り上げている 。鐘 をつくる ために 織 を立 て各地 を巡 り喜捨 を仰 ぐ 勧進聖 や、 辻 々な

どで祈蒻 をしたり大道芸 を演 じ る ち ょ ぼ くれや占 い師 など、 盛 り場を構成する 宗教者 や大道芸

人とそれを取り巻 く人々の様子を描き出 している 。このように盛 り場の様子 を描いている のは

前に も取り上げた図 7 の通番 40 の浅草楊枝店 ぐ らいで、 浅草寺境 内にある 酒 中花 を名物とする

水茶 屋や楊枝店 の様子 を取り上げている 。

すなわ ち 『 江戸 循覧記』 では祝祭的 な場面 は少ないか、 日 常的に 営 まれる 商 売 の店 先を題材

に した人々の様子 や営 みに 視線 が注 がれている 点に 大きな特徴がある 。つ まり従 来の名所絵の

ような定型化された構図の中に は無縁 であった対象が、 『江戸循覧記』 のなかでは中心 的な視覚

対象として描かれている のである 。そのこ とがどのような意 味 を持つものなのか考えてみる 必

要がある 。
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煮売茶屋 2 2  

草双子・ に し き絵に江戸の茶屋のてい、 いづれも美女を画くハ大通場出む きの上品の茶屋

なり。 妥にあらハせ し は至て見へわるき安うり茶屋に し て、 客ハ馬か た、 駕篭かき、 棒か

つきの仕度する小茶屋のていなり。

図12 の 「煮売茶屋」では、 鈴木春信などの錦絵で知られた美人茶屋のイ メ ー ジ と全く違うこ

と を記 し ている。 明 和年間には鈴木春信の描く錦絵にもあるように、 谷中笠森稲荷境内の茶屋

鍵屋のおせんや浅草奥 山 の楊枝 店柳屋のおふじなどが美女と し て実際有名であったようである。

し か し 明 和年間か ら2 0年も隔てていない天明期の猿猥庵の視線はごく普通の茶屋に向けられた

ものであり、 脚 色せずに リ アルに再現 し たことかかえって絵画的に美化されたイ メ ー ジ との ギ

ャ ッ プを生んだものと理解される。 通常、 土産物と し て江戸か ら地方へもたらされることが多

かった江戸の錦絵や名所絵は、 江戸へのあこがれを掻き立て、 都市の繁栄ぶりを示す情報手段

であり、 江戸か ら国元へ戻った人たちか鼻高で 自慢するアイテムのひとつであったに違いない。

そこには現実の生活場面は不要で、 美化された世界が描かれている方が評判 は高か ったはずで

ある。 し か し ながら 『江戸循覧記』 に描かれ た 情景や景観の客観的なあり方は、 絵画のもつ非

現実的な一面 を示すものではな〈、 あく ま でより現実的な描写を強調 し ているように思われる

のである。

ではなぜ猿狼庵はあえて 「見へわるき安うり茶屋」の情報を出 し たのか が問題である。

楊 弓 48 

楊 弓 の俄屋諸々におほ し 。 江戸に数多あるものは辻八卦と安女郎やと宮寺の富つきなり。

笈に画 し ハ屋敷小路に楊 弓の小屋あるさ ま 珍ら し なればあらはす。

例えば図13では、 江戸における楊 弓場、 占 い、 富 突、 遊女が多いことを率直に述べている。

ただ楊 弓 場のある場所は、 通常盛り場などにあるはずが、 江戸では武家屋敷の並ぶ小路のなか

にあることが珍 し いと記 し ている。 江戸の楊 弓場か武家の屋敷町に多く存在するのか どうかは、

この記事だけで判 断することは到底できないが、 事実と し て存在 し たことは間違いないようで

ぁ 悶 。

猿1侯庵の こ こ での視点は、 「屋敷小路に楊 弓の小屋あるさ ま 珍ら し なればあらはす」と言って

いるように 「 珍 し さ」 の強調である。 武家屋敷の小路に ま で楊 弓場があることが珍 し いと言う

のは、 猿狼庵の意識と し て 「楊 弓場は盛り場にあるもの」 という前提を・ま ず理解せねばなる ま

い。 つ ま り、 猿猥庵の 「珍 し さ」の背景には、 威厳や格式ある江戸の武家屋敷に本来ある ま じ

き施設であり、 自分も武士であるが故に猿猥庵がこれを描いたのは、 娯楽遊興の施設が屋敷小

路 ま で入り込んでいるという都市江戸の実態に驚きや皮 肉を投げ掛けていると理解 し たい。

古道具屋 店先 50 

江戸にて又珍 し きハ古道具屋の 店なり。 槍 • 長刀 数多立ならべたるさ ま は、 さながら五月

の節句 を見るか如 し 。
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図14でわかるように、 槍・ 長刀 などの武具が五月の節句 を思わせる程たくさん 店先に並んで

いる風景は、 これもまた武都 と しての性格を江戸以外の人の視線から捉えている一例である。

通常は骨董類や日常で使用 したものか多く並ぶのであろうが、 ここ江戸では武家から出される

武具が多い事を示している。 武士の人 口 密度や住宅事情などを考える と 武具甲 冑 の顆はこうし

た運命をたどるのであろう。 しかも江戸時代も半ばが過 ぎ、 平 和な時代では甲冑 も実用 的なも

の と いうよりは装飾 的な意味を持ちつつあったのであろう。 猿候庵はこうした通例ではない と

ころに 「珍しき」 古道具屋 と して認識したのである。

このような日常的な事柄に着目して、 人々の営みを リ アルに表現しているものは、 図15 「柳

原 封彊古手 店」の古着屋、 「駒形堂目がね 店」の眼鏡屋、 「結納出来合い 店」 、 「十 間 店」 の市場、

図16 「 芝三 嶋町」の土産屋 と 絵草紙屋、 「目黒餅花 店」 の土産屋等である。 店先や商売の様子を

示す箇所が多く、 単なる江戸の名所や景観を描〈ばかりではなく、 庶 民の日常的な生活の中に

密着した場所や 店先等を描いている と ころは、 他の名所案内や地誌には到底ありえない性格を

有したもの と 指摘するこ と ができる。

さてこれらの日常的な生活場面や営みを対象にした項目について、 猿猥庵が描く絵の構図に

はある共通した特徴を見いだすこ と ができる。 それはどれも皆目線かせいぜい屋根位の低い視

線で描かれている と いうこ と である。 逆に俯暇図を主 と した内容は、 寺杜や景勝地全体を写実

的に、 しかも網羅的に描写するこ と が多い と いうこ と である。 つまり、 図 8 - 3 の 「 山 王権現

御社」や図10 「上野雲水塔」のような歴史的な建造物は俯暇するこ と でその全体を理解し、 図

11以下のような日常的でより具体的な所作や様子を示す必要かある場合、 目線の高さで描くこ

と が有効 と なる。 したがって二つの技法的な使い分けは、 描く対象の何を示そう と したかによ

ってある程度決まっていた と いってよい。

生活や風俗場面を低い視線でしかも近接して描くのは、 名所絵ではすでに 『都名所図会』 に

その技法的採用 がみられ る 。 『江戸循覧記』 が成立した時期には 『 江戸名所図会』 はまだ刊行さ

れてはい なかったが、 『都名所図会』は猿猥庵が江戸にいた時期にはすでに刊行されている。 ま

た、 近世前期の例えば 「 江戸 図屏風」のような俯眼描写による都市の視覚化は、 その後に日本

橋や新吉原などが部分図のように ク ロ ー ズア ッ プされて切り取られ、 それぞれが都市江戸の商

業なり遊興の場を象徴する場所 と して独立して認識されるようになるが、 名所景観 と して描く

場合には俯暇的構図が伝統的に継承され、 人々の様子や仕種を示す生活景観を描く場合は目線

にまで下りて描きだされる傾向か生じてくる。 こうした技法的な使い分けはすでに菱川 師宣の
42) 

頃からその萌芽を見る。 さらに、 18世紀後半から19世紀にかけては、 西洋画の影響から線遠近

法の技術的な導入確立により、 絵画の世界では浮絵の隆盛、 版本では近接的な生活風俗を多く

描いた絵本が続々 と 出された時期でもあった。 そのなかでも猿猥庵は比較的早い時期に遠近法

と 俯眼図を表現技法 と して創作活動のなかに取り入れていたこ と は間違いない。

以上の分析からいくつかの猿狼庵の江戸をみる視点 ＝ まな ざしが明らかにできたように思え
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る。 それは 『江戸砂子』に依存しながらも 自分の視点を明確に持ってい るとい う ことである。

「 江戸第一主義」と称して理解する江戸の一番に該 当するさまざまな対象への認識、 さらに建

造物の華麗さや美観への執着、 日常生 活的な景観への目線を下げた把握があげられる。 猿猥庵

のまなさ
‘‘
しの奥には華やかでに ぎやかな江戸の姿を捉える一方で、 江戸以外の人々 があこがれ

抱く江戸への先入観を崩し、 現実を直視する冷静な視点が存在してい たと解釈できる。 そこに

この 『 江戸循覧記』 をパター ン 化した名 所案内ではなく、 資料として見る客観性と意味がある

よ う に思われる。

4 . 都市空 間 の 把握

( 1 )  平面的 空 間 把握

さらに本書の詳細な特徴を分析するため、 猿狼庵がこの 『江戸循覧記』で取り上げた対象が

どのよ う な範囲 にあったか、 対象地の平面的配置をまず表示することで江戸とい う 地域全体の

把握に関する特徴を明らかにしておきたい 。

図17は、 猿猥庵が天明頃に江戸に滞在してい たことを考慮し、 吉文字屋版天明 改正の江戸絵

図にその対象地を落としてみたものである。 基 本的には表 1 に基づく全項目83の内 75の位置か

明確な対象の通番で対応させている。 黒 丸の脇にある数字が項目の番号である。 この内 8 項目

については場所がはっきり特定できない が、 項目の並びにしたがって便宜上 白丸 （円）で配置

した。
『江戸循覧記』では凡例と目次を明記して い な い ので、 例えば江戸の城南、 城北のよ う な地

域ブロ ッ ク で明確に区分する目次立てがない。 また 『江戸鹿子』のよ う に 自然や寺杜、 坂、 楠
43) 

などのよ う な項目の種類によって構成してい るわけでもない 。 図17で示した分布状況を検討し

てい くにあたり、 あえて地域ブ ロ ッ ク 別に整理してみると次のよ う になる。

江戸の中心部 → 湯 島・上野 → 浅草・両 国 → 小石川・高 田 → 芝・高輪

→ 青 山 ・渋 谷・目黒 → 品川

すなわ ち江戸城の内堀の外側地域がまず筆頭にあるのは、 他の地誌と同様のスタイルを基本

的に持ってい ることを示してい る。 江戸の地誌を紹介・説明する場合、 まず江戸城を中心とす

る周辺地域をはじめにもってくるのが常である。 ただし、 仮名 草子に含まれる道行文的な文芸

作品では、 街道にそった特定の場所を紹介しながら江戸の中心に向かってい くのでこの限りで

はない 。
「日本橋」

「 山 王権現」
「 霞の関」 と 『江戸循覧記』の最初を飾るこの 3 つは、 都市江戸を代

表する定型的な名 所であり、 江戸の中心に配置されてい る。 それはただ橋があるからとか、 古
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い社だから、 歌 に詠 まれるナ ド コ ロ だからという理由だけで筆頭をつとめ ているわ けではない。
「 日本橋」 は江戸から 地 方へ 出 かけるス タ ー ト 地 点であり、 逆 に地 方から江戸に物資や 人が

集まってくる結節 点でも ある。近 くには市場や問屋が並 ぶという場所性を考えると、 最 も 江戸

の賑わ いや経済 の繁栄 を代表する場所である。いわ ば 「 町人の町」 であり 「 流 通」 の町を象徴

している 。

次に 「 山 王権 現」としたのは将 軍 家 の産土神 としての格式 を 「神殿 の粧 ひ 実に江都第一 の大

社 」として表現しているこ とで納 得かできる。こ の場 合 「 伝統 と宗教 的権威」 を象徴している。

さらに三 番目に 「 霞 の関」 をあげているのは、 こ の地 か古くからの名所であり、 武都 として

さらに政 治の中枢 として大名屋敷 がいくつも 存在するからである。都 市江戸の 「 歴史 と政 治」

を象徴的に示している場所である。

その後に 「駿 河 町越後屋」 を出 すこ とで 「 東都第一 の呉服 屋」 として江戸の 「 経済 」を象徴

する存在を示している。

こ のように都 市としての江戸を最 も 象徴する対 象をひ と通り 示した後、 名所や景観 の対象は

おおよそ次のような空間的規則 性をも って構成されているこ とに気 が付く。すなわ ち、 神田か

ら本郷、 小石川 、 湯 島 、 上 野という外堀 り の外縁 にあたる地域 ブ ロ ッ ク に展開され、 こ れらが

1 冊目にまとめ られている。その中心はやはり 上野で、 寛永寺 の伽藍配 置や建築様式 に着 目し

て多 く描いている。 2 冊目には、 上 野山下 から柳原、 両 国 、 浅草御蔵前、 駒 形、 浅草 の隅田川

西岸 流域ブ ロ ッ ク 、 その後一 転 して高田、 雑司 か谷、 護 国寺 と続く山 の手 台 地 のブ ロ ッ ク に区

分されるか、 浅草では境 内全図と境 内の名所と楊枝店等 の賑わ いを多 〈 描いている。 3 冊目に

は、 日 本橋大 伝馬 町に戻 って十軒店等 の賑わ いを示しているか、 芝愛宕、 増 上寺、 赤羽 、 飯倉、

高輪、 麻布の芝 ・高縄 の東海道沿 いに足 を延 ばしたブ ロ ッ ク 配 置で、 さらに渋谷、 目黒、 品川

といった城南 の近郊 地域 に分布している。 3 冊目 の中心はや はり芝周辺 と目黒 である。

こ れによってある程 度の地域ブ ロ ッ ク による構成か想定されていたこ とが明らかであろう。

また 3 冊の内容構成の上でも 上野寛永寺 および 不忍 池周 辺 で10項 目、 浅草寺 関 連 で 9 項 目、 芝

地域 に関 連 するも ので12項 目、 目黒 関 連 で 8項 目があげられ、 それぞれ挿し絵や関 連項 目の数

によっても 猿候庵の注 目度 や関 心の高 さを知るこ とができる。同 時にこ れらは当 時 の江戸の名

所として、 魅 力ある場所であったこ とかわ かる。

こ こ で注意 しなければならないのは、 図1 7で示した項 目の空 間配 置が猿候庵の実際の行動軌

跡として把握 できるか否 かである。地 図上に示し た直線 は、 対 象地 の配 置構成の理解を容易 に

するため に便宜 的に行ったも ので、 猿猥庵自身 の軌 跡を示すも のでも 何 でも ない。文政11年に

猿狼庵がこ の 『 江戸循覧記』 をまとめ る際の草稿本は今 のとこ ろ確認されてはおらず、 日記の

ような記録性 のあるも のとの対照 も 可能 性が薄 い。したがってこ こ では行動の軌 跡がど うであ

ったかの結 論は出せ ないのが実情 である。

ではこ れらの図に見られる配置 は、 他の地誌や名所案内にも 見られるような典型的な構成配
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置かとい うとそうとも言い 切れな い 。 例えば、 18世紀に入ると名所案内や随筆などにも顕著に

現れる隅 田 川以東の本所 ・ 深川地域や新宿 • 四谷・ 千住・ 王子など、 江戸の周 辺部や近郊につ
44) 

い ては 『江戸循覧記』 ではほ とんど触れられていない のが現状である。 このことは、 猿狼庵の

恣意的な操作や判 断が 『江戸循覧記』 をまとめる際にあった ことを感じさせる。
45) 

例えば、 通常の江戸名所としてある程度の行政的な範囲 （御府内と称するい わゆる朱引 き、

あるい は江戸絵図の範囲）を意識して網羅するのであれば、 前記した ような傾向にはならずに

もっと広範囲に及んでしかるべきであろう。 しかし、 猿猥庵が取り上げ た 範囲 は、 後世に墨引

きされる町奉行支配の範囲内に相当するやに思われるが、 『江戸循覧記』 では新宿や本所 ・ 深川

地域は対象にしていない ので実際には墨引 きよりも狭 い 範囲である。 このように江戸の範囲 や

従来からの名所を無視した 『江戸循覧記』 の構成は、 あえて全部を網羅しな い とい った 猿捩庵

の恣意的な意図が働 い てい るか、 あるい は猿猥庵 自身が見た 江戸の範囲の行動の軌跡を基本に

まとめられた かどちらかの可能性を示唆してい よう。

なぜ隅 田 川以東の本所・ 深川地域や城西の新宿 • 四谷、 千住、 王子方面に触れていない のだ

ろうか。 推測の許す限りこの点を考えてみると、 猿猥庵か尾張藩士として藩邸がある 四谷辺り

を基盤に行動してい た ことを想定すると、 新宿 • 四谷方面はあまりに身 近な存在であるた めに

記載しなかった とも考えられなくな い 。 距離の問題とすれば、 藩邸から雑司 が谷方面は 1 里内

の範囲である。 上野 ・ 浅草・ 芝もほ ぼ同様に 2 里には至らない 。 隅田川以東の本所 ・ 深川も上

屋敷から起算しても 2 里以上の距離になることはない。 しかし、 目黒 ・ 品川方面は 2 里を越え

るにもかかわらず取り入れられてい る。 単純に距離によって網 羅した しない は当てはまらない

ようである。 隅田川以東は対象には入れない が、 目黒方面は取り上げると い っ た 選択の違い は、

そこに猿猥庵の意図する何らかの理由があるように思われるが、 それを立証する材料はない 。

唯一、 天明6年の水害によって隅田川護岸と橋梁に被害を受けた ことか猿猥庵を隅田川東岸に

出掛けてい くことを妨 げ た か、 情報入手に制約を受けた ことが考えられなくはない 。 『武江年表』

にも天明6年の水害記事の割注のなかで、 「本所深川は家屋を流す。 平井受地辺、 水一 丈三尺と

云ふ。 大川橘、 両 国橋危 ふ く、 十六日往来留る。 十七 日昼、 新大橋中の間 四間流失。 永代橋、

二十間程流失。 隅田堤三間程弐 ヶ 所押し切れ、 男 女江戸へ向け、 両 国橋を渡り逃げ来 た り、 浅
46) 

草辺は船にて往来せり。 」といった 状況を記してい る。 これにより水害の被害は甚大で、 猿猥庵

が江戸の名所を紹介するには時期的に悪かった といえる。 また 実際に描く対象として こ れらの

地が描写に耐えられなかった とも想像できる。

いずれにしても猿猥庵のこの変則 的な江戸名所等の取り上げ方には疑問が多く、 この問題を

立証するのはむずかしい 。 た だし、 対象地に関する詳細な情報を絵として残してい ることは、

少なくとも実際にその地を見て描い た ことの証拠になる。 これらのことを考えると 『江戸循覧

記』 は人に読ませる名所案内をめ ざしつつ、 猿猥庵 自身の江戸での行動に基づい てまとめられ

た内容であり、 創作作品であると位置づけることが 自然の理解であると考える。
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猿猥庵の江戸における行動を把握 し よう と する際、 対象地の平面的な配置構造によ っ て随分

秩序化されながらも合理的に理解 し がたい 部分がかなりある。 猿狼庵のような江戸の外から来

た人間の江戸に対する捉え方には、 行政範囲や地理的範囲、 さらには名所の分布範囲 と い っ た

通常の平面的な空間認識 と は異なる理解 と 意識、 そ し て行動が存在 し てい た と 理解できよう。

本書のタイ ト ルが、 『江戸名所案内記』ではなく 『江戸循覧記』と し てい るのは、 猿猥庵 自ら 「 巡

覧」 し て歩 い て情報を入手 し 、 そ し て描い た作品そのものであっ たから名付けられた と 理解 し

たい 。

(2) 立体的 空 間 （パ ー ス ペ ク テ イ ヴ） 把握

猿猥庵の江戸に対する認識を、 江戸のなかの場所性 （ ト ボス） と 立体的な広がりや方向性、

すなわちパースペ ク テ ィ ヴ論 と し て確認 し ておきたい 。

18世紀後半にな っ て名所図会 と 呼ばれる地誌の ジ ャ ンルが空前の流行をもたら し た。 江戸で

も 『江戸名所図会』が30余年の歳月を費 や し て天保年間に 2 回に分けて出版されたが、 その質・

量 と もに他の追随を許さなかっ た大作であっ た。 なぜ こ れ程までに名所図会が全国各地で爆発

的に流行 し たのかを考える と 、 やはり線遠近法を取り入れた俯眠図の多用 が基本的に指摘でき

る。 し かもこ れまでのような単なる景観描写による説明的な絵ではもはや人々のニ ー ズに応え

られず、 詳細で し かも客観的な観察に基づく写実性の高さを求める志向が強 い 。 絵を見ながら

その場所に引 き込まれるような遠近 法の雰囲気や疑似体験は、 さらに商 い 所から俯眼する と い

う視覚的な快楽を伴 っ てセ ン セ ー シ ョ ナルな流行を産み出 し た と 考えられる。 遠近法を用 い た

俯眺図による視覚的快楽 と は具体的に一体何であろ うか。 一般的な解釈からすれば、 ある高い

位置から全体がつぶさにわかる と い っ た非日常 的な感覚 と 全体を見下ろ す満足感や優越感であ

る。 こ う し た心性は円 山 応挙や司 馬江漢の洋風画の技法である線遠近法の導入により徐々に共

有化されてい っ た こ と は周 知の通りで、 その後の浮絵や錦絵の発達形成に大きな影響を与えた
47) 

こ と も事実である。

猿猥庵の遠近法の確立は比較的早 い 時期 と され、 安永 8年(1779) に24歳の猿狼庵が書き上

げた 「安永洪水図」 ですでにその技法が使われてい る。 ちょうど日本で本格的な名所図会にな

る 『都名所図 会』の刊行の前年にあたる。 こ の こ と は名所図会の技法を模倣 し たのではなく、

猿猥庵自身が別 の と こ ろ から学んだ技法 と し て猿狼庵 自身のオ リ ジ ナルな技術力をも っ と 評価

するべきであろ う。

遠近法 と 俯眼図の採用 は、 江戸を見る視覚 ＝ パー スペ クティ ヴ論 と し て こ れまでの名所案内

を一変させた。 こ れまでの物語的な名所記や文章中心の説明では、 読む こ と の面 白さや奇抜さ、

興味を引 く吸引 力 が い かに高い かが重要であ っ たが、 遠近法や俯暇図の多用 は現実の対象地を

リ アルに描写する こ と でその認識に絶大な威力を発揮 し た こ と は間違い な い 。 つまり遠近法や

俯眠図を用 い た浮絵や錦絵、 名所図会などは、 名所景観や場所性の理解はも と より、 対象その

-29 -



鈴木 章生

ものを可 視化したこ とで誰 もが 情報を共有 できるという効 力を最 大限 に引 き上 げたこ とにある。

こ の効 力は、 近 代写真 によるよりリ アルな表現方法 と認識の仕方が登 場す るまで、 圧倒的 な力

を誇 っていたこ とはいうまでもない。

画誌＝ 絵本としての位 置づ けを主張した猿候庵であったが、 遠近法 や俯眼 図をふ んだん に取

り入れた絵の表現は、 対象を豊 かな理 解へ と導 くこ とに成功 した。 大惣が 貸本として猿猥庵に

制作を勧 めた最 大の意 図が そこ に含 まれていたと理解 できよう。 そこ で猿猥庵 の『 江戸循覧記』

によって可 視化された江戸の名 所や対象が、 どのように把握 されていたか具体的 に確認してみ

たい。

図18- 1 は、 『 江戸循覧記』における対象地 の把握 に関 して都市地理 学の都市構造理 解の学説

を基 に作成した構造 図である。 基 本的 には都市は中心 地帯 ・ 中 間地帯 ・ 外縁 地帯 の 3 構造 から
48) 

なるが、 あえて近郊 地帯 をその外側 に置くこ とにした。 そこ にさまざま な都市機能が働 くので

あるが、 こ こ では江戸の名所について当 てはめてみた。

中心 地帯 ＝ 歴史、 由緒、 伝統 を重ん じ、 行政 ・ 事務 の中心的官庁街、 小売 ・卸売 の問屋市場

を有 した商業経済 の中 心 であり、 交 通の要衝 拠点。

神田 ・ 山 王 ・ 霞が関 ・越後屋・日本橋 など

中 間地帯 ＝ 個人的住宅が 集中 し、 川 ・ 運河 ・ 道路等 の交 通の利便 性が 重要 視され、 港湾 ・倉

唐 ・ 宗教的 な施設 の存在が 目立 つ。

お茶 の水 ・ 浅 草・上 野 ・ 蔵前 ・ 芝 ・ 両 国 など

外縁 地帯 ＝ 田園 ・自然の宝庫 とさ れる一 方、 開発 や拡 大といった境界 事項 を含ん で、 中 心 地

帯 の機能を補 う衛星 都市的 な地域が中心 を取り巻 くように成立す る。

高田 ・ 品川 ・ 御殿 山 など

近郊 地帯 ＝ 都市の消 費 物資 を供給す るヒ ン タ ー ラ ン ド 。 陸上 ・ 水上 の両 方で都市との結 び つ

きが 形成され経済的 な圏 構造が 成立す る。 非都市的 な空間との人的、 文化的 な交

流 も生じる。
『 江戸循覧記』 では取り上 げられていない

具体 的な場所を当 ててみると、 図18- 2 のように 『 江戸循覧記』 に取り上 げられた項 目もま

た江戸という都市の持つ雑多な性格、 多種 多様な機能が、 都市江戸を構成す る重要 なト ポ ス と

して存在しているこ とが 窺い知れる。 そこ には中心 と周縁 といった空間軸 の上 に、 歴史 ・ 政 治・

経済 ・ 交 通・行事娯楽 ・生活風俗といったような都市機能か、 寺杜 ・屋敷 ・大店 ・日本橋 ・ 花

見 ・ 盛 り場といった象徴的 な対象地 にそれぞれ分化して存立 しているこ とになる。 こ れらは俯

晦 図による視覚情報によって比較的 容易 に全体 把握が 可能となり、 さらに詳細な生活情報や風

俗情報が 視線 を下 げて描写 されるこ とで、 立体的 に都市を把握 できるこ とになる。 『 江戸循覧記』

にみる江戸名 所の把握 は、 実はこ の圏 構造 と俯緻 と目線 の関係 による立体的 な空間把握 によっ

て理解されていると考える。 『 江戸名 所図会』 に至 っては、 近郊 地帯 までに遠 く及ん でいるとこ
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近郊地帯
Hinter-land 

Middle Zone 

Central Zone 

図 1 8- 1 江戸の 地域認識構造概念図

武蔵野

図 1 8- 2 江戸の 地域認識構造具体図
Dickinson の三地帯論、 Queeen & Thomas の大都市圏構造 を 参考 に 作成
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ろに規模 の違いと江戸の人々の交 流 の広さを示 すものかある。この 『 江戸循覧記』が遠 く近郊

地帯 まで及 ばなかったのは、江戸以外の人という条 件と天明期の江戸の都市的発達 の限界 とし

て理 解することで納 得ができるのではないだろうか。

お わ り に

猿猥庵の 『 江戸循覧記』を分析してきた。ここでいくつかの整理と解釈 を提 示したがここで

の見解が必 ずしも一般化され るものとは考えていない。あくまでもこれ は解釈 としてど のよう

な結 果が導 きだされ るのかを検討したものである。また猿猥庵が江戸で何をしていたのかはっ

きりしないことが多い。そのなかで、江戸の名所案内をまとめたこの 『 江戸循覧記』は、猿猥

庵の江戸での行動を知る唯一 の手掛 かりであることは間 違いない。猿猥庵が江戸をど のように

認識し、把握 していたのかを最後にまとめることにしたい。
『 江戸循覧記』の特徴のひ とつは 「 画誌」＝ 絵本と本人が記しているように、絵を用 いた地誌

で ある。「 江戸物語」とはいうもののその体裁 、記述構成は地誌としての特徴を見せ ており、系

統 的に配 置され 、網羅 性をもった地誌ではないものの、その系譜上 にあることは間違いない。

作成 にあたっては 『 江戸砂 子』を参考にしており、記述内容にはきわめて似 たものがある。し

かしながら全 く同 じ内容を写 しているわけではなく、自 分の言葉 で置き換 え、自 分自身 が観察

した内容を記述し、線遠近 法を駆 使 して描 いていることの価値 は認める必 要がある。

猿猥庵の江戸を見る視 点としてまず明らかになったことは、「 江戸第一 」主義で ある。江戸で

もっとも優れ 、大きく、古く、美 しいものが、この本に掲載され た名所としての基準 を明確に

示 している。確かに 『 江戸砂 子』 の影響 もあり、焼 き直 しの感 は捨 てきれ ないか、自 分の言葉

と描写 によって 「 何が第 一 」なのかを表現している。それ が猿猥庵の最 大の特徴であり独自 性

でもある。

それ は 「建築 物」 へ の着 目によっても確認され る。神杜仏 閣 の建築様式 や彫刻 などへ のこだ

わりは、他の地誌や名所案内には見られ ないオ リ ジ ナルな傾 向 を示している。当 時の江戸とい

う都市を把握 する上で、見上げるような塔 や御堂の細かな細工 まで猿狼庵が見落とさなかった

のは、将軍 の御膝元 である江戸の繁華 性や豪華絢爛 な様をこの建築 物の美観 によってシ ン ボ リ

ッ ク に受 け止めたからと解釈 したい。このことは単に猿候庵の私 的な関心 であったというだけ

ではなく、江戸という場所を共 通に認識する表象のひ とつであったといえる。

さらに猿猥庵の独自 な江戸認識は、目線 で描 〈 日常的な生活面 に特徴がある。歴史 や旧 跡な

ど の伝統 や権威 といった象徴性を記すばかりでなく、商 いや店 先でのやりとりの様子そのもの

や盛 り場の狭 い範囲 の賑 わいなど が細かく描写 され 、江戸の人々の日常的な営 みまで を可視化

している。江戸周 辺 を含 めた地誌の集大成である 『 江戸名所図会』にも視線 の低 い描写 はある

が、盛 り場にしても日常的な生活実態の状況にしても、常に全体 の景観 や状況のなかで位 置づ
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け ら れ た 表現であ る 。 つ ま り 、 江戸 の ど こ の景観 な の か が明確に 示 さ れ た 上 で、 人物描写や生

活状況が示 さ れて い る の で あ る 。 『 江戸循覧記』 は も っ と そ の 中 に 入 り 込 ん で描写 し て い る た

め 、 時々 ど の 場所 を 描 い た も の か が不明 に な る 。 そ れが場所の特定がで き な い 項 目 か数件 あ る

こ と の理 由 で あ る 。 最初か ら 生活や風俗の状況 を 示す こ と を 表現 し よ う と し た 手法 で あ る 。 そ

も そ も 『江戸名 所図会』 刊行の 目 的 は 、 「他邦 の 人 を し て 東都盛大の繁栄 な る 事 を 知 ら し め 」 る

た め と 凡例 に 記 さ れ て お り 、 江戸 の 町名 主が江戸 っ 子 と し て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 確認す る
49) 

た め に 名 所 を 素材 に 江 戸 の 繁栄 を 誇示す る 文化的 な 営み の表れであ っ た 。 し か し 、 『江戸循覧記』

が描 く 店先や盛 り 場風景 は そ れ を 誇示す る も の では な い 。 猿猥庵の独 自 な視線 と 認識 に よ る 江

戸 の 表現は 、 『 江戸循覧記』 と い う 貸本の作品 を 通 し て 紹介 さ れて い る 。 そ こ に は 歴 史 的 な伝統

や権力 や荘厳 さ と い っ た 誰 も が共有 で き る 江戸 認識 の あ り 方 か ま ず 基盤 に あ る こ と は い う ま で

も な い 。 そ れ に 加 え て 猿猥庵独 自 の建築美や 日 常生 活へ の ま な ぎ し に は 、 自 ら 江戸 に 生 ま れ育

っ た 人 間 の 地域認識 に は 無 い 価値観 と 心性 メ カ ニ ズム が存在す る 。 そ れ は俗に 言 う 「 お の ぼ り

さ ん 」 意識、 す な わ ち 「 驚愕」 「珍 し さ 」 に 代弁 で き る で あ ろ う 。

猿狼庵 の 江戸認識の 表現方法 と し て 、 江戸 と い う 都市 の 歴 史や商売や建築物や生活や文化 を

鋭 い 観察力 と 素直 な 感性 で受 け 止 め 、 さ ら に 自 ら 詳細 に 表現す る こ と で第三者 に そ の イ メ ー ジ

や感性 を 共有化す る 方法 を と っ て い る と こ ろ に 猿猥庵の冷静 な 驚 き と 興奮が伝 わ っ て く る よ う

に 思 わ れ る 。

［註］

1 ) 昭和28年 (1953) に 創 立 さ れ た 愛媛近代史文慮が提唱す る 「地域社会史論」 が、 地域史研究の理

論的先駆け と な る 。 こ こ で い う 地域社会は 地域住民主体に よ っ て 身近 な 問題 を 解決 し て い く 研究

と 運動 であ っ た 。 そ の後、 国家論 に 拡大 さ れ た が、 イ デオ ロ ギー 的 な 枠組みか ら 離れ て 、 民衆視

座に 立つ社会史や 日 常生活史か ら の地域の 捉 え 直 し が進め ら れて い る 。 ま た 都市史に お い て 顕著

な文化論や住民意識の 問題、 空間論の展開 も 活発化 し て い る 。

2 ) こ う し た移行は 、 80年代か ら の社会史の隆盛 に 影響 さ れ る と こ ろ が強 い 。 自 治体史の編纂 で も 地

誌編が独立 し て 刊行 さ れ る 傾 向 が 目 立つ よ う に な る 。

3 ) 石井修 「幕末の地域結合 と 民衆」 （ 『関東近世史研究』 第22号、 1987年 9 月 ） では 幕末期 の地域結

合の様態 と そ の 歴史的意義に つ い て 講集 団 と 文化か ら 検討 し 、 在村文化 の ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て

新た な地域史の論点 を 提示 し た 。

4 ) 白 井哲哉 「 武蔵久良岐郡 の 『地誌御調書上帳』 」 （ 『神奈川 県地域史研究』 第 7 号、 1988年） 、 「地誌

調所編纂事業に 関す る 基礎的研究」 （ 『 関東近世史研究』 第27号、 1990年） 、 「 『地方 史』 認識の形成

と 近世地域社会」 （ 『関 東近世史研究』 第34号、 1993年） 。

5 ) 羽 賀 祥二 「 二つ の 史蹟 碑 十九世紀前期 の 地域 の 歴 史 」 （ 『 立命館文学』 第521号、 1991

年） 、 「歴史的遺蹟 と 地域社会 賤 ケ 岳戦蹟 と 近江 国余呉地域 」 （ 『 立命館史学』 14号、 1993

年） 、 「 「風土記」
・ 「 図会」 の 編纂 と 地域社会」 （ 『関 東近世史研究』 第36号、 1994年） 。

6 ) 岩橋清美 「近世後期 に お け る 歴史意識の形成過程 武蔵国 多摩郡 を 中 心 と し て 」 （ 『関 東近

世史研究』 第34号、 1993年） 、 「近世に お け る 地域の成立 と 地域史編纂」 （ 『地方史研究』 第263号、

1996年） 。

7 ) 歴 史科学 と し て は 一段低 く 見 ら れて き た 地誌に 対 し て 、 最近 の研究動 向 では 次の視点か ら 論究 さ
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れ る こ と が 多 い 。 一つ 目 は 、 地域編成の あ り 方や民衆統治 の観点か ら の地誌の役割や歴史的再評
価。 二つ 目 は 地誌編纂の対象 と な っ た 地域住民の歴史認識の あ り 方 の解明把握 で あ る 。

8 ) 拙稿 「 『江戸名 所図会』 か ら 都市 を み る 」 （ 『 江 戸 東京博物館ニ ュ ー ス 』 第 8 号、 1995年 1 月 ） と 題
す る 小文 に 「 江戸名 所 を 通 じ て 江戸 の歴史や生活文化の状況 を 把握す る た め に は 、 名 所絵 を 分析
す る 方法 と 、 名所の場所 に 視点 を あ て る 方法があ る 。 」 と 説 い た 。 つ ま り 、 前者 は描か れ た 内容や
事柄 を 丹 念 に 調べ、 絵解 き し て い く も の で あ り 、 名所絵の美術史的 な 系譜分析や風俗習慣 の 風俗
史 ・ 民俗学的解釈が必要であ る 。 後者は 名 所の あ る 場所 を 丹 念 に 地図上に 落 と し 、 対象地 の 広 が
り や特徴 を 地理学的 に 理解す る と と と も に 、 対象地へ 出 か け て い く 江戸 の 人々 の行動 を 都市 内 交

通の観点や都市空間論 と し て位置づけ る 必要があ る と 考 え る 。
9 ) 名 古屋の城下変遷や様相 を 記 し 、 私的 な事項 は ほ と ん ど な い 。 自 筆本 は 天明 4 • 5 年、 享和 2 年、

文化 8 年、 文政 2 年の 5 冊が残 る が、 残 り は 写本であ る 。 そ れ は 日 記 を 公開す る た め に 自 筆草稿
本 を 整理 し た と 推定 さ れて い る 。 途 中 天明 6 年 (1786) ～ 寛政12年 （ 1800) ま でが欠落 し て い る 。
多 く は既に 翻刻活字化 さ れ 『名 古屋叢書』 、 『 日 本庶民生活 史料集成』 、 『 日 本都市生活資料集成』

に 一部収録 さ れて い る 。
10) 人物像に つ い て は 、 『名 古屋市史』 社寺編 ・ 学芸編 ・ 風俗編 (1915年） 、 尾崎久弥 「偉才猿候庵種

信」 （ 『郷土文化』 第 4 巻第 1 号、 1949年） 、 織茂三郎 ・ 朝倉治彦 「猿猥庵 日 記」 （ 『 日 本庶 民生 活 史
料集成』 9 、 1969年） に 詳 し い 。 そ の う ち 『名 古屋市 史』 学芸編 に は 「種信外に 出 る 毎に 矢立 と
紙 を 懐 に し 、 途次物 を 見れば徐歩 し 乍之 を 図 し て 、 画稿 を 作れ り と 、 視力 よ く 一町 を 隔 て て 高札
の文字 を 読み、 投影法に よ り て 景色 を 描 く 」 と 猿猥庵の特徴 を 記 し て い る (372 頁 ） 。

1 1 ) 長友千代治 『近世貸本屋の研究』 東京堂 出 版 、 1982年。 安藤直太郎 『貸本屋大惣 の研究』 安藤直
太郎先生古稀記念 出版後援会、 1973年。 朝倉治彦 「貸本屋大惣」 （ 『古通豆本』 32号、 1977年） 。 柴
田 光彦 「大惣蔵書 目 録 と 研究」 （ 『 日 本書誌学大系』 27 ( 1 ) 、 青裳堂書店、 1983年） 、 広庭基介 「 京
大 『大惣本』 購入事情の考察」 （ 『大学図書館研究』 第24号、 1984年） ほ か 多数の研究があ る 。

12) 名 古屋市博物館部 門 展図録 『猿狼庵 と そ の 時代 尾張藩士の描 い た 名 古屋 』 、 名 古屋市博物
館、 1986年1 1 月 。

13)  「藩士名寄」 か ノ ー、 名 古屋市蓬左文庫所蔵。
14) 猿狼庵の没年 月 日 は 、 「天保二年七月 二 日 」 （慶応 3 年「尾張墓所集 覧」 ） 、 「七 月 三 日 」 （ 「 高 力種信

墓銘 」 ） 、 「七 月 十二 日 」 （ 「藩士名 寄」 ） と 異 な る 記述があ る が、 三 日 死亡、 十二 日 届 け 出 と 名 古屋
市博物館 で は 想定 し て い る 。

15) 児玉幸 多監修、 宮本勉解説 『東街便覧図略』 伊豆 ・ 駿河 ・ 遠江の部、 羽 衣 出 版、 1994年。 名 古屋
市博本に は 詞書が付 く が、 国会本 に は 詞書 は な い 。

16) 後述す る 黄表紙 『 き つ ひ む だ枕春の 目 覚』 （ 『名 古屋叢書』 第十 四巻、 文学編 （一） 、 名 古屋市教育
委員 会、 1961年） の解説に は 、 「天明六年十 月 、 藩侯の供 を し て 、 江戸 か ら 名 古屋へ帰 る 、 そ の 道
中 の採録」 と 説明 し て あ る が、 実際に は 名 古屋か ら 江戸へ向か っ た の が正 し い 。

17) 『徳川 実紀』 第十篇、 772頁 。
18) 「御 日 記頭書五」 （ 『名 古屋叢書』 第五巻、 記録編 （二） 、 名 古屋市教育委員 会、 1962年） 1 1 2 頁 。
19) 前掲註17) 、 798頁。
20) 前掲註18) 、 113頁。
21 ) 前掲註17) 、 810頁。
22) 前掲 『東街便覧図略』 総解説、 羽 衣 出 版、 1994年、 89 頁 。
23) 前掲註16) 、 153 頁 。
24) 前掲註16) 、 154頁。
25) 前掲註16) 、 159 頁 。
2 6 )  『 江戸循覧記』

「 日 本橋」 。
27) 七巻二十冊に お よ ぶ 『江戸名 所図会』 の巻ー は 江戸 の 中 心部 に 始 ま り 、 以下江戸 の 周 辺か ら 近郊
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を 含む範囲 を 南か ら 右 回 り でブ ロ ッ ク を 構成 し て い る 。 具体的 に は 巻二 は 品川 か ら 金沢 ・ 六浦、
巻三 は 桜 田 か ら 目 黒 ・ 世 田 谷 ・ 府 中 ・ 高幡、 巻四 は 市 ケ 谷か ら 目 白 ・ 雑司 が谷 ・ 板橋 • 練馬 ・ 所
沢 ・ 大宮、 巻五 は 湯 島 か ら 根津 ・ 駒込 ・ 王子 ・ 豊 島、 巻六 は 浅草 か ら 隅 田 川 西岸、 巻七は 本所 ・
深川 ・ 松戸 ・ 行徳 ・ 船橋 と 分布 し て い る 。 凡例 に は 「 凡神社仏 閣 の幅貝 方域 を 図す る は 、 専 ら 当
今の形成 を模写す。 且地図 の 間 に 四 時遊観の 形勢 を 絵が く に 、 其態度、 風俗、 服飾、 容儀、 是亦
当今の形容 を 図す。 」 と 明確 に そ の姿勢 を 記 し て 地誌 と し て の ス タ イ ル を 明 記 し て い る 。

28) 江戸 時代初期 は 、 仮名 草 子 に 属 す る 名 所案 内や名 所巡覧記が 多 く 出 さ れ た 。 登場人物に よ る 解説
と 紹介が物語的 な 展 開 で示 さ れ る こ と が特徴で あ る 。 そ の後、 元禄あ た り か ら 地誌 と し て の体裁
や絵入 り 名 所案 内 が作成 さ れ、 合理的 で実用 的 な も の が 多 く 登場す る よ う に な る 。

29) 拙稿 「名 所記に み る 江戸 周 辺寺社への 関心 と 参詣」 （地方史研究協議会編 『都市周 辺の地方史』 雄
山 閣 出版、 1990年） 108 ~ 126頁。

30 )  『江戸循覧記』
「東海寺万年石」 。

31 ) 前掲註12) の 図録 で は 「 主 に そ の後半生 に 、 大惣 の依頼で絵 入本 を 著 わ し た 」 と し て い る 。 そ の
内 は っ き り わ か っ て い る の は 『懐 中硯』 （文化 9 年、 国立国会図書館所蔵） 、 『矢立墨』 （ 文政 2 年、
国立国会図書館所蔵） 、 『桜見 に 春の 日 置』 （文政 5 • 7 年、 財団法人東洋文庫所蔵） で、 猿猥庵の
没後 に 大惣 に 入 っ た 本 も 多 い の で注意が必要であ る と 指摘 し て い る 。

32) 前掲註12) 、 14頁。
33) 金子光晴校訂 『増訂武江年表』 東洋文庫、 平 凡杜、 1978年、 204頁 。
34) 同上、 205頁 。
35) 同上、 179頁 。
3 6 )  『浅草寺 日 記』 第七巻、 浅草寺、 1983年、 750 ~ 754 頁 の あ と が き に 詳 し い 解説あ り 。
37) 『江戸砂子』 六巻六冊 は 、 内題では 「 江戸砂子温故名 跡誌」 と あ り 、 菊 岡 泊涼が 自 筆版下、 自 筆

挿 し 絵 を 手掛け て 享保17年 （ 1732) 江戸 万屋清兵衛か ら 刊行 さ れ た 。 内容構成 は典型 的 な 江戸 の
地域空間別 ブ ロ ッ ク 編成。

38)  『続江戸砂子』 五巻五冊は 、 内題では 「 続江戸 温故名 跡誌」 と あ り 、 『 江戸砂子』 同様菊 岡 泊涼が
著 わ し 、 享保20年 （ 1 735) 万屋清兵衛の刊行であ る 。 内容構成 は 名 産 ・ 物資の類の編纂であ る 。

39) 『再校江戸砂子』 六巻八 冊 は 、 内題では 「再校江戸砂子温故名 蹟誌」 と あ り 、 亘足軒が再校、 冬
渉が訂正 し 、 明和 9 年 （1772) 藤木久市版 で刊行 さ れ た 。

40) 天保 5 年 (1834) ・ 同 7 年 ( 1836) に 須原屋か ら 出版 さ れた 『 江戸名 所図会』 は 、 神 田 雉子町 を は
じ め他 5 町の町名 主 を 代々 つ と め る 斎藤幸雄、 幸孝、 そ し て 月 本 こ と 幸成 ら 親子40年 に わ た る 調
査研究 に よ っ て ま と め ら れ た も の であ る 。 そ の様子 は 『武江年表』 に 「 こ の書 は 寛政 中 祖父長秋
居士の遺稿、 先孝県 麻 呂 の校訂 に し て 、 郊外に 及ばせ る は 大か た 県麻 呂 の編輯な り 」 と あ る 。

41 ) 喜 田 川 季荘 『守 貞 漫積』 後集巻之二、 雑劇 の 項 に は 「 江 戸 ニ テ ハ 、 ヤバ ト 云。 （ 中 略） 江戸ハ浅草
寺奥 山 、 日 本橋 四 日 市、 両 国橋西、 愛宕 山 、 神 田 明神、 湯島菅廟、 芝神 明 宮、 皆是 ヲ 矢場 卜 云。 」
と あ る （朝倉治彦 ・ 柏 川 修一蝙、 東京堂 出 版、 1992年、 104 ~ 105頁 ） 。

42) 菱川 師宣 は 寛文 ・ 延宝～ 元禄期 に か け て 作画活動 を 展開す る 。 絵 入本 な ど は 、 当 然絵 を 中 心 に 展
開 し な が ら も 絵 を 説明 す る 文章 は 画面上部 に 横線 で区分 し た 枠 内 に 添 え ら れて お り 、 絵 と 文章 は
分離独立 し て い る 。

43) 『江戸鹿子』 六巻、 藤 田 理兵衛著、 貞 享 4 年 （ 『東京市史稿』 産業篇、 第七所収、 1960年、 1 162 ~ 1420
頁 ） 。

44) 拙稿 「近世後期 に お け る 江戸 名 所め ぐ り の諸相」 （ 『交通史研究』 第35号、 1995年） で は 、 江戸 を
訪 れ た 人々 の社寺参詣や名 所め ぐ り の行動分析 を 通 じ て 、 「江戸 め ぐ り 」 の具体的様相 を 明 ら か に
し よ う と し た 。 そ の な か でい く つ か の パ タ ー ン が見 ら れ、 浅草 ・ 両 国 な ど の盛 り 場や典型 的 な名
所 ・ 寺社 を 押 さ え る も の と 、 江戸 の 周 縁 ・ 近郊地域 を 周 遊す る パ タ ー ン の 二種類であ る 。

45) 江 戸 の 市域内 を 「御 府 内 」 と 称す る が、 そ の範 囲 の 明 確 な 線引 き は あ い ま い であ っ た 。 明 和 2 年
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(1765) に 「 四 里 四方」 が示 さ れ、 天明 8 年 の 江 戸 払 い の範囲 も 「 品 川 、 板橋、 千住、 本所 ・ 深
川 ・ 四 ツ 谷 ノ 外」 を 含み、 寛政 3 年 (1791) に は 江戸城曲輪 内 の お お よ そ 四 里程度 の 範 囲 が網羅
さ れて い る 。 い わ ゆ る 朱引 き と 称 さ れ る 境界線は 、 文政元年12月 に 老 中 か ら 示 さ れ る 。 寺社の勧
化場、 札掛場が そ の範囲 で、 お お よ そ従来の寺社奉行所支配の範囲 であ る 。 別 に 町奉行所支配の
墨 引 き 内 の範囲 も 示 さ れ た 。 ま た 、 江戸十里 四 方や五里 四 方 の 区分 も あ る 。

46) 前掲註33) 217 ~ 218頁。
47) 李孝徳 は 『表象空間 の近代』 （新曜社、 1996年、 47頁 ） で、 「 日 本 に お け る 風景 画 は 、 外 国 か ら の

浮絵の輸入に よ っ て 始 ま り 、 の ぞ き 眼鏡 と 眼鏡絵 を 経 る こ と で一 応の確立 を 見 た と 先 に 述べ た 。
つ ま り こ こ か ら 言 え る こ と は 、 「風景」 は 線遠近法の導入に よ っ て 発見 さ れ た 」 と 指摘す る 。

48) 山 鹿誠次 『新訂都市地理学』 大明堂、 1981年、 67 ~ 72頁。
49) 拙稿 「斎藤月 本の 江戸認識 著作刊行物の 性格分析 を 通 し て 」 （ 『立正大学大学院年報』 第

5 号、 1987年）
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図 8 - 1 r江戸砂子」 山 王宮
館蔵 （資料番号83200334)

図 8 - 2 「江戸名所図会」 日吉山王神社 館蔵 （資料番号9 1 2 1 1 460)

図 8 - 3 r 江戸循覧記」 山 王権現御社
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